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ま え が き

本県は、県土の７７％が森林に覆われ、古くから紀州木の国といわれてきました。温暖多雨
な気候条件を活かして林業生産活動が活発に行われ、主に山村地域の人々を中心に豊かな森
林が守り育てられてきました。
森林は、再生産可能な資源である木材の供給をはじめとして、水資源のかん養や国土の保

全、レクリエーションや癒しの場の提供、動植物の生態系を維持する役割など、多種多様な
機能を持っています。さらには近年、二酸化炭素の吸収・固定により地球温暖化防止に貢献
するとして、森林の果たす役割は広く地球規模での環境保全にまで広がりを見せはじめ、こ
れまでにないほど関心が高まってきています。
また、これまで営々と森林を育んできた林業は、社会構造の変化によりますます厳しさを

増し、これを主な経済基盤としてきた山村も活力が低下しつつあります。人の手によって造
られ、育まれてきた森林は、人の手が入らなくなってきたことにより、森林の持つ様々な機
能が十分に発揮できなくなってしまうことが問題になりつつあります。
平成１３年に改正された森林･林業基本法では､従来の木材生産主体の政策から森林の有す

る多面的な機能の持続的発揮を図る政策へと大きく方向転換されています。また、京都議定
書において、温室ガスの排出量を２０１２年までに１９９０年の水準と比べて６％削減することが
約束され、3.9％に相当する1,300万炭素トンを森林にて吸収するため、「地球温暖化防止森
林吸収源１０ヶ年対策」に基づき、様々な取り組みが行われています。
地球温暖化防止のための二酸化炭素の吸収源としての役割をはじめとして、森林がもつ多

面的機能を十分に発揮するためには、適切かつ継続的な森林の維持・管理が必要不可欠であ
り、こうした森林を支える林業が果たすべき役割は、ますます重要なものとなってきていま
す。
また、平成１５年度森林・林業白書では、森林整備を通じた雇用である「緑の雇用」が国

民の関心を集めたトピックスとして紹介されているのをはじめ、健康や地球温暖化等の環境
に関する問題の克服に向けて、風土に適した木材を積極的に利用していく新たな「木の時代」
の創造が提起されています。
このような中、本県では、環境の保全で新たな雇用を創出し、中山間地域を活性化するこ

とを目的とした｢緑の雇用事業｣の積極的かつ幅広い実施や、２１世紀の新しい森林の創造に向
けての基本方針を示した和歌山県森林・林業・木材産業基本ビジョンの策定など、県産材の
利用を積極的に推進させる施策を実施し、新しい時代に即した取り組みを進めているところ
です。
和歌山県が次代に誇りうる豊かな森林を守り育てていくためには、森林林業関係者だけで

なく、すべての人が森林は社会全体の共有財産であるという認識を持つことが重要であり、
そのためには地域の森林や林業、山村の現在の姿を的確に把握していくことが必要です。
本書は、このことに役立てるため､和歌山県の森林･林業及び山村に関する様々な指標を、

図表等を用いてわかりやすく解説したものです。林業関係者をはじめ、広く各方面において
ご活用いただき、森林、林業及び山村の振興の一助となれば幸いです。
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１緑の雇用事業

「緑の雇用事業｣は、森林。河川・海洋等の環境保全に着眼して、地方での新たな雇用
機会やビジネス機会を創ることにより､都会から地方への新しい人の流れを引き起こし、
都会と地方の共生と活性化を図るものである。

緑の雇用事業の基本的考え方
一日本の現在の状況

○高い賃金水準
○製造業を中心とした国内産業の空洞化
○設備投資の停滞による設備の旧式化と非効率化
○人口の都市集中･地方の過疎化と森林等の荒廃

長期爾蓉景気底速一○長期的な景気低迷
○デフレの進行
○公共事業縮減
○環境問題の深刻化

号
|環境保全への鰯(CO2問題＝フ

寺

与
■

Ⅱ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｂ

ｉ

０

ｄ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

Ⅱ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

環境保全への取り組み
(CO2問題＝京都議定書）

○人件費コストの引き下げ
→リストラの推進ｰ

号
’’ 保全事業の担い手確保が困難中高年を中心とした急激な失業者･失業率の増大

-現在考えられている対応施策

○生産性の高い分野(IT等)への労働力シフト
○中高年の再教育
○賃金水準の引き下げ
○緊急雇用特別対策の拡大 ．●個人適性の軽視･非現実的

●個人の尊厳の軽視
●生活水準の低下
●不安的な短期的雇用

号
失業者の不安の増大･自殺者の急増の恐れｰ

号与
＝現実的な新規対応策が必要

○個人の尊厳を守る多様な雇用の創出
○賃金水準が低下しても豊かな暮らしを可能とする地方での雇用の創出
○生活の基盤となり得る継続的雇用の創出
○環境保全分野での雇用の創出と労働力のシフト
○荒廃する地方の環境とコミュニティの再生と活性化

|’

』_〕（中山間地域における多様な雇用の創出（緑の雇用事業
○都市と地方を結ぶ就職斡旋の受け皿づくり
○地方における就業教育の受け皿づくり
○環境保全事業のビジネス化･SOHO支援の受け皿づくり

- １ -

二歩



Ｐｎ
ｌｌｌｌｌＬ匪 ’様々な笑顔に囲ま ､山村は生まれ変わる

年間の実績～
れ ､ 今
雇用｣２～「緑の

１’ 都 会
(京阪神･首都圏･中部圏等） 和歌山県緑の雇用推進局

人口流動

移住から定住へ 県内雇用、

平成１５年度

Ｉ ２７５名
(平均年齢36.8鐘）

卿48名

H１５継続
１５７名

H１５雇用
２９１名H１５移住１７２名

（平均年齢３即歳）

唖 ｰ

環境林創造

広葉樹植栽205ha
環境整備伐１,９０９ha
枝 払 い ２ １ 0 h a
下草刈り１,１９１ha
つる切り９４ｈａ

計 3 , 6 0 9 h a〆

I＝"～様々な笑顔 曹
一 ー

､ ｢ V抑 ’ 可
研
心

Ｋ ノ

-

公営住・宅２９戸
森林組合住宅８戸

民間住宅２４戸
自宅購入新築３戸

ながら所得

こ ■

壷朧董固 雨降りは木工 、 - ノ

- ２ -

平成１５年度

ｐｆｗ０ーｒ-ｒ８二『一一一一一一

Ｈ14移住１３３名
（平均年齢３“厳）

̅ ｒ Ｊ 蝿 ０ 吋 ÷ 峡 ｌ

Ｈ１４雇用342名

H１５継続１０３名
(平均年齢382歯）

二

森林作業
８９名

自営等
１４名

森林作業森林作業
１６８名

一

自営等
4名

』

平成16年度へ 平成１６年度へ

Ｐ

森林作業
235名

一 二 ． =都市からの人口流動
２１６世帯355名

裂炭

産品販売所

産品加エ販売

漁業手伝い

民宿 ゴルフ用品製造

地元企業
林業会社運送会社
ﾎ玉ｾﾝﾀｰ建築･建設
”ﾚﾊ差人材ｾﾝﾀｰ等

平均年齢３７６歳



「緑の雇用」平成16年度
(環境の保全で新たな雇用を劇出し､中山間地壌を活性化〉

用の 成 年平
和 歌 山 県

＝３３事案21185百万円＝

-票丙̅］

◆Ｕ･Ｉﾀｰﾝ希望者
◆就案軸翅者

◆新規就案希望者

鯛………･ ･も◆●
Ｃ
■ ４ ■

■
■
■
■
■
■

情 報 発 慣』
②
■ こ〉峰のふるさと暮らし

インフォメーション率象
、Ｗ
■
●

交 流交 流
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
々

ｰ 菜

案宝倖住宅支援
１８緑の山村定住促進事余
３２新世紀山村居住むら創設率案 県 内 信 ●

民間企薬･NPO濠人■ ■ ■ ■ ■ ■ 車 宜 ■ ■ ■ ■ ■

蔀 婁妊
緊急雇用創出
特別基金事業
（厚生労働省）

函◆
●
■
■
■
■
再
Ｆ
■
■
■
■
■
■
■
■

■

両
■幽一函●住まい

仮住まい→本住まい
戸 一 一 、
ながら所得支援
１緑の雇用創出モデル事業
５諏林整備地域活動支躍

交付金事業
１８緑の山村定住促進事業
２３山村ビジネス支援事業
２４遊休農地ﾘﾌﾚｯｼｭ再活用

促進事業
２５農業をやってみようプログラム

推進事業

|::駕蕊鍾麓鱈憧艇蔀窯
Ｌ ノ

ｌ

｢..………．…………'.．迎’

■
毎
口
■
■
■
■
■
毎
■
■
■
詞
■
■
巴
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

ｑ澤苧［観哺景懲『対策
間
委廃号

観哺景懲『対策
間
委廃号

ぃ雲育成対策
水産雀）

〆環境保全協定、● 所 得
実質所得
（年収200～400万円〉 市 町 村 - １ 森■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

「露罧毒。
山仕事をしながら
米を作りながら
野菜を作りながら
熟を飼いな力鱈
パーiをしながら

■●b■ｑ■●

申 由 ■ ■ ｡ ● ■

一 ＜ 関 連 事 業 ＞ - 、 １
生塞妾狸
１３林集普及指導
１９ふるさと定住ｾﾝﾀー 運営
２０琿境共生農林率体験研修
２１めざせ！lターン王国への道
２６林業技術研修
２７都市農村交流アグリピジネス

支援事案
２９研修事業

社会保障支援
６林簾担い手社会保障制度癖

充実対策事業

木材補要拡大
７「健康･安心』紀州材製品普及

促進事象
Ｂ紀州材健康空間創造率菜
９都市公園等融いの空間創造事案
１０紀州材販売開拓ｱﾄﾊｲｻｰ

股置事業
１１紀州材健康の家づくり支援事業
１２紀州材､次世代を育む

環境整備事業
Ｌ ノ

民間活力等の導入
企業､労繊細合､個人等…．.
２『企薬の森』育成

支援事業
３１漁民の海づくり活動

推進事集

環境調造事業(研修）
（総務省･県）

i事業(研修）
省･県）
;業(研修）
･県）ｰ

(̅悪̅棗̅専一］(̅悪̅棗̅専一］

■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■

１６範の届用国境林創遼事象理境林頑遺事象１６範の屈用迅境

ヌ ー ：
◆ 今◆ご■■唾唾■■■■■■■■■■■■■ｐ◆

４『 》》一一》’一一

F H M 環境林の創造県 内 定 住唖

- ３ -

一 一

２２E･“‘"口童幻".デー.-．、幸吟字奪壁室全

３『緑の屈用』淑境林発慣事業



２新ふるさと創り-「交流」と「定住」を目指して-
①「新ふるさと創り」とは

ポイント
長期にわたる都市への人口集中により、地方とのつながりが薄れるとともに、地方では

人口流出、高齢化など地域のコミュニティは崩壊の危機にある。また、厳しい経済不況
の中、都市部の税金が地方で使われているという不満があり、「都市｣,と『地方｣の相互理
解を難しくしている。
そのため、本来の地縁、血縁だけでなく、人為的な交流により都市と地方の理解を深

め、都市から地方への人口移動を図ることにより、過疎化や高齢化の進む地域を活性化
し、より大きな圏域として調和のとれた発展を目指すという理念に基づき、地域の特性を
活かした都市との交流促進や、Ｉターンの促進・定着等を総合的に進める。

新 ふ る さ と 創 り 体 系
１ 的 確 な ニ ーズ の園■懐 ｰ報発信 情報発信

実
ど

都 市 住 民 １ 塁
●体験観光等希望者
●学校、自治体関係者
●企業、組合関係者
●就農・林・漁業希望者

鰯患看程
●緑の雇用従事者
（既ターン者）

施策の流れ
交流参加人の流れ

墨，
人の流れ 屍 地域づくり参画

情報循環
人の流れ

３新たな視点での地域資源の活用

●地域の実情を踏まえた規則緩和
● 交 流 拠 点 整 備 な ど ｰ

掴
４定住政策（雇用の創出）

●環境をキーワードにした雇用創出（緑の雇用事業）
●新規創業支援（新たな田舎型ビジネス）
●既存産業との連携など

Ｖ

４定住政策（住環境整備）

●公営住宅の拡充
●空き家の掘り起こしなど

〆 君

ロ■■

情報等の還流 情報等の還流

人材の定着
地域活性化
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｜ ’ L一』
平成16年度当初予算
63事某２.5８8百万円

部市住民
･体験観光等希望者
･学校､自治体関係者
･企業､組合関係者
･就展､林.漁業希盟看

地域住民
・地域在住者
・緑の展用従事者

（既Iターン者）
Ｏニーズ把観と傭観の互換

人の流人の流れ
交流参加

憤報発侭

ｰ
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情報露環
人の詞も
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第１森林・林業。木材編

森林資源

森林資源

人工林の現状

天然林の現状

森林の公益的機能

森林計画

森林施業計画

流域管理システム
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Ｉ森林資源
１森林資源

ポイント・本県の林野面積(平成16年４月１日現在)は、363,707ha。
・県土総面菰472,558ha(平成12年10月１日現在、国土地理院)の77%。
。民有林面積は346,033haで、林野面積の95%･
国有林面積は17,674haで、林野面積の5%。・民有林(5条森林)の蓄積は90,358千m3で、年平均1,368千m3の生長量。

土地利用の状況
平成16年４月１日現在

ｰ

単位:ha

林野面積
平成16年４月１日現在

ｰ

国有林
(4.9%） 、

17,67４

位?ha

資料:林業振興課業務資料
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＜民有林の森林資源＞

民有林のうち地域森林計画対象森林は344,319ha、対象外森林は1,714ha

民有林蓄積の内訳民有林面積の内訳
平成16年４月１日現在 平成16年４月１日現在

ｰ

３ha

＜民有林樹種別蓄積＞
平成16年４月１日現在

単位:m３
合 計

70,272,031
92,143

70,364,174
2,788,252
17,205,712
19,993,964
73,060,283
17,297,855
90,358,138

分一郵一認一計一諦一認一計一編一綱一計

紀 中 ｜ 紀 南区一針一広

紀 北
13,246,090

64,263
13,310,353
1,529,875
2,621,589
4,151,464
14,775,965
2,685,852
17,461,817

20,295,830
9,837

20,305,667
487,996

5,460,295
5,948,291
20,783,826
5,470,132
26,253,958

36,730,111
１８圃043

36,748,154
770,381

9,123.828
9,894,209

37,500,492
9,141,871

46,642,363

人
工
林

針一広卦洲榊ユ針一広

ｰ

葉二栗
今ロ

＜民有林年間成長量＞
平成16年４月１日現在

単位:m9
紀 中 ｜ 紀 南 合 計

1,196,562
171,925

1.368.487

区 分
人 工 林
天 然 林
合 計

紀 北
205,063
31,890
236,953

596,991
86,535
683,526

394,508
53,500

448,008

資料：林業振興課業務資料
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＜市町村別林野率＞
市町村別林野率で85％以上は大塔村をはじめ県南部を中心に15町村に及ぶ。
また、５０%未満は、和歌山市をはじめ、県北部に多く位置する。

市町村別林野率

県平均７７０％
大阪府

口
栂本市

か
つ
ら
ぎ
町

一 打
田
町

粉
河
町

出出町ゴ ー

１-１和歌山市

判志川トー」’

ｰ 野
上
町

ワ海南市
- 〆- 〆寺下麺ｐｑ

奈良県吉
傭
町Ｉ§f"W湯

ゞ
。

-
。

良町
｡

、
、
や

御
坊
市

一

美浜町

三重県
南鏑Ｉ

田辺市

（
雪

｣２意田町１２意田町田町

天地町

凡 例
[．林野率85%以上
同７５̅85%未満
｢司６５ 7̅5%未満
[司５0̅65%未満
「１５０%未満

Ｑ

編3『
注：１林野率＝森林面積/県土面積×100

２林野面積は平成16年４月１日現在
、 _ノ

資料：林業振興課業務資料
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’
２人工林の現状

ポイント
・人工林面積は209,481ha、人工林率は60.8%。
・人工林蓄積は70,365千m３｡
．人工林樹種別構成(面積)は、スギが43％、ヒノキが54％、その他が3％である。
・齢級別構成では、９齢級(41-45年生)がピークで、18.8％を占める。

人工林樹種別構成(面積及び蓄積）
｜国スギ回ﾋﾉｷロその他’

万

磯瀞》》面 積
209,481ha へ》

、１

凸

８

二

ｐ

ｄ

Ｏ

ｄ

Ｕ

、

綱綱》噸蓄 積
70,365¥m３

0

0 ％ １ ０ ％ ２ ０ ％ ３ ０ ％ ４ ０ ％ ５０%６０%７０%８０%９０%100%
構成比

（単位面積:ha､蓄積千m3)
その他とは､スギ･ヒノキ以外の針葉樹及び広葉樹

スギ齢級別面積 ﾋﾉｷ齢級別面積

ｰ

単位ha単位:ha

資料：林業振興課業務資料
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＜民有林人工林齢級構成＞

民有林人工林齢級構成
ha

45,000

40,000

３５,０００

30,000
面 25,000

積20,000
１５,０００

１０,０００

5,000

０

四①
一“の今一画“一劃画の一Ｉｌｌ-

油『旬＠ｍｍ一
掴の一櫓一○一 - 争 邑 ●

弩①・ＣｍｍＦ-----------

一一④●可剖“［Ⅱ川Ⅱ川

一一一や一画○二ⅡⅡ

》》一博一○《←［

一一一一垂一○一

一一一一管。①’

や一一一一“］乱［

一一一苓唾や一

一一一二一碁脚［

一一三琴、の、［

率一和言ｍｇＲ

-
適
当
さ
向

幸
一
暑
気ｎ

句

つ

ロ

日

一一や画一劃［Ⅱｕ

一一のやつ一つ一ⅡⅡⅡⅡ

一一①一画劃一川ⅡⅡⅡ

一全一９-「ｌｌｌｌｌ’
ー

一 ̅ “ ← 函 、 凶 、 ｡ - & 一 一 一 一 一 凸 一 ▲ - 一 一 胸 樋
〔 ． - 胸 四 今 画 ｡ 劃 “ の ｡ 一

挺
齢 級 卜 『

牟員
/６y/

＜民有林人工林の齢級別面積の変動(昭和51年との比較)＞

民有林人工林の齢級別面積
百ha

500 ---昭和51年
一 平 成 1 6 年

400ｰ --一息｡394,｡‘---．-一-／３９４-………一一-一
３６９ 、●

３ ４ ７ 、 ３３７
-一_“-．．--．．．１．-．．．．．、．．／裳．〃．．．．

n ２ ８ ０ ２ ８ ２〃
〃

、 “ ‘白

／〃

２ ２ 2 ､、-．．．．．．．-．．．．．．--２0２--.
、
、１６１

１４２

二二‘二鯛二"｡浅"…砿弱菫癌亀｡-.,.-“､gm

人
Z３００
林
面
積２００

1００

０
１３以上５ ７

齢 級
９ 1１１ ３

雰位ﾙ戯う 交函 箒画佳
０

資料：林業振興課業務資料
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＜市町村別人工林率＞
人工林率が60％以上の市町村は龍神村をはじめ20町村に及び、そのうち12町村は70%を超える

市町村別人工林率

大阪府

一 打
田
町遇出町職出

県平均６０．８％
和歌山市

志川志川

野
上
町

海南市

下椰町Ｃｑ
一》

奈良県有田市 吉
偏
町町 、 町淵

●

。
-

溌町
⑥⑥

」川辺町高町
御
坊
市美浜町

三重県印南町

南南
田辺市田辺市

｛

白浜町
…

天地町

座
小本町冨盃へ

毎万凡 例
人工林率７０％以上
60～70%未満
50～60％未満
30～50%未満

30％未満
ノ

人工林率＝人工林面禰／森林面積×100
人工林面積は平成16年４月１日現在

注：１
２

資料：林業振興課業務資料(地域森林計画対象森林）
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３天然林の現状

ポイント
・天然林面積は129,945haで、民有林のうち38%を占める。
”天然林蓄積は19,994千mao
・天然林の内訳は、広葉樹が93％、マツが6％、その他針葉樹が1％である。

天然林資源状況

ロ広葉樹
ロマツ
ロその他針葉樹

その他針葉樹
１％
１，１０１

ｰ

単位:ha

天然林資源状況
(ha） 胸・畢今○

温
画毎毛ｍ／ー 30,000

胸○壷、四劃

20,000

、侭、①
仁一←

や②、
の。①隆

一一○劃
面

凶》一②“積
10,000

篭
四口《一一』“いつ、や一つ、

１
国
割

０ １ ０ 且 、 １

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９
齢 級

２０２１以上

資料：林業振興課業務資料
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４森林の公益的機能

ポイント
・森林は、木材生産の他、様々な機能があり、県民生活に大きく貢献している。
・森林の公益的機能とは、水源かん養、土砂崩壊防止、保健休養などの機能である。
・森林の持つ公益的機能を換算すると、平成12年現在で年額1兆0359億円の効果を
県民にもたらしていると評価することができる。

＜森林機能の種類＞
○森林機能を計量するため、森林機能を下記の6種の機能から評価したものである。

水 源 か ん 養 機 能 土 砂 流 出 防 止 機 能 土 砂 崩 壊 防 止 機 能
保 健 休 養 機 能 野 生 鳥 獣 保 護 挫 能 大 気 保 全 機 能

森林の公益的機能の評価額(和歌山県）

「）大気保全機能
（10.6%）
1.099

野生鳥獣保護機能
（7.5%）

776億円
源かん養機能
（36.5%）

3,780億円

フ

保健休養機能
（3.1%）

326億円

和歌山県の
森林評価額
1兆0359億円

I県の
z価額

9億円》崩壊防止機能
（11.8%）

1,222億円

土

ｰ

土砂流出防止機能
(30.5%)
3,156億円

資料：林業振興課業務資料

【参考】
全国の森林の評価額としては、林野庁が平成12年時点で年額約74兆9,900億円と試算している

水源かん養機能２７兆1,200億円 保健休養機能２兆2 ,500億円
土砂流出防止機能２８兆2,600億円 野生鳥獣保護機能３兆7,800億円
土砂崩壊防止機能８兆4,400億円 大気保全機能５兆1 ,400億円

-１４-
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５森林計画

ポイント
・森林計画制度は、長期的視野に基づき、全国、地域等の各段階において森林施業の
計画量や施業方法等を系統的に定めるシステム。

。森林の有する多面的機能を高度に発揮させるため、森林を｢水土保全林｣｢森林と人と
の共生林｣｢資源の循環利用林｣に区分し、それぞれの機能に応じた施業を実施。

＜森林計画制度の体系＞

森 林 ・ 林 業 基 本 計 画
･森林・林業基本法第11条に基づき、政府がたてる計画
･長期的かつ総合的な森林政策の方向・目標を定める

↓
ｒ - - - - - - ． - - - - - - - - - - ． - - - - -

森林整備保全事業計画
L..._.._‘一一一‘ﾛ.‘....._....一一‘..ー‘ﾛ.ー‘ﾛ.-.---..-.-

-----I造林、林道治山等の事業量等に関
’し、農林水産大臣が閣議決定を経
’て5年毎にたてる5年間の事業計画
L_________..______.________..

一
對
径
画
一

全 国 森 林 計 画ー
一 ー - 一 一 一 一 一

･森林法第4条の規定に基づき、
農林水産大臣がたてる計画･国の森林関連政策の方向を定める

．５年ごとにたてる15年間の計画

’
↓↓ 国有林民有林

国有林の地域別の森林計画地 域 森 林 計 画
･森林法第5条の規定に基づき、
都道府県知事がたてる計画･民有林の伐採、造林、林道、
保安林の整備の目標等･５年毎にたてる10年間の計画

･森林法第7条の2の規定に基づき、
森林管理局長がたてる計画･国有林の森林整備の方向、目標等

･５年毎にたてる10年間の計画

■

森林計画区ごとに計画
紀北地域森林計画
紀中地域森林計画
紀南地域森林計画

ｰ

Ｉ
- -

市 町 村 森 林 整 備 計 画 、〆

- 一 一

･森林法第10条の5の規定に基づき、
市町村長がたてる計画･森林所有者が行う伐採、造林の
指針等を定める．５年毎にたてる10年間の計画 ノＬ

＝ ０
１
Ｖ↓県内全市町村(50市町柚で計画

9

- -

森 林 施 業 計 画
-

丙 一 一

･森林法第11条の規定に基づき、森林所有者等がその所有する森林について自発的に作成する
具体的な伐採・造林等の実施に関する計画･５年を1期として作成し、森林の所在地が属する市町村長の認定を受ける
.この計画に従い、森林所有者等は計画的・合理的な森林施業を行う

-１５-

計画的な森林施業に対する優遇措置
①税制上の特例措腫
②造林補助金の割り増し
③農林漁業金融公庫資金等の低利融資
④森林整備地域活動支援交付金の交付



６森林施業計画

ポイント
・森林施業計画は、合理的な森林施業を推進し、森林資源の持続的な管理と林業経営
の健全な発展に貢献している。

・森林施業計画の認定面積の累計は平成14年度で民有林（県有林を除く）の71％に
あたる254,320haである。

”平成14年度の認定実績は201,613haである。
・平成14年度から森林施業計画制度が改正されたため、平成14年度の数値は新基準に
よる認定実緬である｡なお､累計は､新基準の認定面穣と旧基準で計画期間が残ってい
る「みなし認定」面積との合計数値である。

森林施業計画認定累計ha

270,000 〆

画260,000

認
定
面
積
累
計

250,000

240.000

230,000 1０１１１２１３１４５ ９ ６ ０ ６ １ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
年 度

９

森林施業計画認定実績ha
250,000 ／

ｰ

Ｂ

ｉ

Ｐ

200,000

150,000
”一②。唖迄

ＣＯ
･守 守

冒.営函
唖 飼

い１０ロク’

腿
定
面
積

③ト寸今“唖

のｍｍ１ト

［。

・一。。。国の

毎ｍｍの凸の寸

吋マ”由、寺

・ぬｍｍＰＦ守９

，マ唖・討唖狸

由○民の唖
100,000

3.699

50.000

０ ５ ９ ６ ０ ６ １ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
年 度

※平成14年４月1日より､｢属人｣｢属地｣という区分は廃止された

1０１１ 1２ 1３１４

資料:林業振興課業務資料
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７流域管理システム

ポイント
・森林を管理する上で合理的な地域の広がりである「流域」を基本単位とする。
・流域内の市町村、森林・林業、木材産業関係者等の合意形成の下に、木材の生産・
加工・流通各部門の連携による民有林・国有林を一体とした森林整備と国産材供給
体制を整備。

◎流域における合意形成を図る場として、「流域林業活性化センター」並びにセンターの下に
「流域林業活性化協議会』及び「専門部会」を設置

◎森林・林業関係者の合意の下で「流域林業活性化基本方針」及び「活性化実施計画」を策
定し、その具現化に向けた取組みを推進

和歌山県における取組み
･和歌山県の流域は、紀北、紀中、紀南の3流域である。
･平成3年度から平成6年度までに各流域で流域林業活性化センターを設立し、活性化
基本方針を策定した。活性化実施計画書は、平成7～9年度に策定した。
･紀中流域、紀南流域は先導的流域(他の流域のモデルとなる流域)に選定されている。

ｰ

和歌山県各流域の概要
紀北流域- - 由 一 一 一 ■ ■ ■ ■ ー ー ー ■ ■ ■ ■ ■ ロ - ー - ロ ■ ー - - - ＝ ー ■ ■ ー - ー ー ＝ - ＝ 画 句

：（紀北流域林業活性化センター）
Ｉセンターの設立:平成6年９月16日 ８グ

：センター事務局:海草振興局農林水産振興部林務課内，
：活性化協議会の構成員数：３２名
：専門部会:生産流通加工部会

森林活用部会
０．‘．ｐ,-０．０．一・，０．Ⅱ．-．．■め口■■■ロ0--口、！■。｡。■！■ｑ■。■‘■‘■--.,-=Ｊ

■ ■ q ■ q ■ ロ ー ■ ■ ■ ■ ■ ■ ＝ q ■ - - ■ ■ - - １ ■ の ＝ ■ の - ロ ■ ■ ■ ロ ■ ロ ■ ｑ ■ ー ロ ■ - - - ■ ■ q ■ 一

：（紀中流域林業活性化センター）‘センターの設立:平成3年12月4日-Iｾﾝﾀー事務局:日高振興局農林水産振興部林務課内：
：活性化協議会の構成員数：３４名
：専門部会:林業労働対策小委員会

作業道等路網対策小委員会
流通加工対策小委員会

Ｉ先導的流域の選定：平成5年５月7日
一一一‘... ‘ . . .ー..-‘_--. . . . . . . . . .--. . . .--. . . . . .- . . ‘ﾛ. . . . ‘ . . . . .』

．
区
区
区
区

一
東
西
東
西

口
地
地
地
地

』
８
０
８
８
０
０
０
０
０
０
８
０
０
０
０
８
０
０
１
１
．

-
、
１
ノ
、
Ⅱ
ノ
魁
１
Ｊ
、
‘
〃

く

く

ｌ

く

内
内

課

課

音

・

陰
一

務
務
四
国
畦
一

蝿蝿恥嘩鋤一

振

振

流

一

産

産

、

ゞ

水

水

会

日

一

．一日狛蒋》粍罐榊州一

口
。
、
Ｂ
Ｊ
Ｊ-》翻押》》鍔錯》一

．活平平凍西構経定一

一
業
立
局
却
会
確
一

一鰄罹鑑艫部域・流一

一幟》》》鞆》一

』
８
８
９
８
８
０
０
８
０
０
８
日
８
８
８
８
８
０
０
８
。

-１７-



IＩ

-81-

４Ｊ

+l=

(-｝

ー

e■1

Ｐ

Ｉ

#垂、
…

Ｉ
グー

１

0９



森林の保全

保安林

林地開発行為の許可

Ⅱ

１

２

３
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ｰ
治山事業県土の保全

森林被害
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森林の保全
１．保安林

Ⅱ

ポイント
･公益的機能の発揮上重要な森林を保安林に指定している。
・県下の保安林面積は(平成16年３月31日現在)13種類で115,555haである。
・県下の森林に占める保安林率は32％となっている。
・所有別内訳は国有林が13,486ha、民有林が102,069haとなっている。

保安林の種類別面積
防風保安林
(0.0%）１４
水害防備保安林
( 0 . 0 % ) 0
潮害防備保安林
(0.2%）１８９

保安林総面積:115,555ha 』
Ｐ

… 、…

篝蕊；ー ｜干害防備保安林
症(0.8%）９８７
落石防止保安林

/眺安林 ６
= ( 0 . 0 % ) １ ８

～魚つき保安林
（0.3%）３８２

、航行目標保安林
(0.0%) １

～保健保安林
（0.6%）６５８
風致保安林

で(0.1%） ７７

露 ■■！■ＰＩ昭ｒ面■負堅凋弔飼五他
(2.0%）
2.332

竪霞L 宜 １ ０ ■ l ■

…
■ 一 一 一 一 一 一 一 一 句 や 一 一 一 一 一 一 4
一 一 - 一 一 - - - ＝ ー 一 一 一 一 一 一 一
申 ＝ 一 一 一 一 - 一 一 一 - - - - - - - 1
ー Ｉ ■ ■ 一 - - - ー - ー 一 一 一 - 一 一 一 □
し 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ｰ - - ０
- - 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 ー 寺 一 一
阜 一 一 一 一 一 ＝ 一 - - 一 一 - - ＝ 寺 ̅ ｡
■ ■ 一 ユ ー ー ー ロ ー ー 一 迫 一 一 一 ÷ - -
■ - - - 一 一 一 一 一 - 一 一 一 一 一 一 - q
- - - ＝ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ■ ■

◆

◆

◆

》》
》錘鍾毒一

一塞毒毒一
》舞鐸鐸寒
》錘蛭準拳》

》韓韓韓韓琴

●
◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆

一一《一一一一
一

一聯韓鷺
◆◆

》》》》鉾
一

一
溌
躍
露

葆安礎あ孟颪焉r(0｣%)
(単位:ha) 上位の保安林へ計上

ｰ 保安林面積の推移(ha)
140,000

120,000

１００,０００
面

80,000

積６０0０００

40,000

20,000

０

１
５白、 ５

い ■

■ 毎
1■

■ 己 一 一 ． 缶 口 ･ 口 ロ ロ U ■ ■ 申 ■ ロ ■ ● ｡ ■ 4 ■ ■ ■ ■ 一 ・ ｡ ■ - - - - - - ｡ ■ 4 ■ - - 口 ロ ・ ﾛ ■ ・ ロ ロ ロ ー ィ ■ ｨ ■ ■ 4 ■ ・ ・ 匂 , ． , ． ■ ■ ■ 舞 毎 ■ ． ． 。

88,365
■ 一 色 ● ● わ ● ｡ ｡ ■ ■ ■ ＝ ｡ ＝ 4 ■ ● ｡ ● ■ ■ 口 。 - ｑ ■ ' ■ 。 ｰ - - つ - ． 句 q ■ ’ ■ ・ ■ 口 ｡ 。 。 。 ■ ・ ヰ ー ロ ー ー 毎 - １ ■ ■ ● - ． ． - ． ． ４ ． ． - - ． 凸

４ ■ ロ イ ■ ■ I ■ Ⅱ ■ ロ ロ ● 写 ● ● ● ｡ ｡ ● ｡ = ■ - 口 酵 - ４ ■ ｡ ■ - ロ ■ ｡ ｡ ー 4 口 ● ｡ ● - ● - 毎 - 句 ｡ ｡ ● ■ ■ 色 ■ ■ 一 一 - - - q ■ - ● - ● 口 q ■ Ⅱ ■ ＝ ■ - ィ ■ ｡ ｡

ﾄ ロ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ｡ ■ - ＝ - ◆ 一 ● ｰ 色 ■ ■ ■ - 句 ■ ロ ロ - ● ｅ ■ ■ ● ｡ ● ｡ ● ■ □ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ● ● ● ■ ■ - 中 ● ● ロ ロ 申 ＝ 。 - ■ ■ ■ ■ ■ ■

5 ５ ６ ０ 元 ５ ６ ７ ８
年

９ １ 0 １ １ １ ２ １ ３ １ ４ １ ５
度

資料：森林整備課業務資料
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２林地開発行為の許可

ポイント
･１haを超えて開発行為を行う場合は知事の許可が必要。
・森林の秩序ある他用途への転用開発保持のため､林地開発許可､連絡調整を行っている。
・開発許可実績は、平成15年度末で123件2,273hao
・連絡調整実緬は、平成15年度末で198件2,428ha。

林地開発許可実績 林地開発許可面積割合ha
1.400 4０

３０

２０が,1７01,200

０

０

０

０

０

０

０

０

０

８

６

４

９

１

開
発
許
可
面
積

２２
口 ● 許

可
件
数

０１

０

地造成へ
21.3%）雪し

（．̅-、４８５．

，１-５２
２妬．

、２００
７２６５
門 同n l l l l 鋼［０

そ
の
他

土
石
採
掘

農
地
造
成

レ
ジ
ャ
ー

ゴ
ル
フ
場

宅
地
造
成

事
集
場
造
成 ゴルフ場

(51.5%）

昭和50年一平成15年度実績合計：123件2,273ha

連絡調整実績 連絡調整実績面積割合
ha

ｌ,000

９００

８００
７００
６００
５００

４００

３００
２0０

１００

０

宅地造成亜画 ｰ

’ ８̅２３
-

‘そ
侭蝋連

絡
調
整
面
積

鰯ウ ■ の 4

- ｡ ■ ｡

､２５０．
1９８

肖門:||n｡

道路新設
（8.2%）宅

地
造
成

学
校
用
地

農
地
造
成

公
園
施
設

道
路
新
設

そ
の
他

昭和50年一平成15年度実績合計198件2,428ha

資料；森林整備課業務資料
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３県土の保全・治山事業

ポイント
・治山事業は、林地の崩壊を防止・復旧するとともに、水源林の造成を行います。
。地域の特色に応じた緑豊かなうるおいある生活環境づくりを目指します。

治山事業の推移(事業費）̅

偲円
１００

8０ ̅ 弓巳 ＝ - ＝ - - ＝ - ● ■ ● ロ - ｑ ■ ■ ■ ● ＝ ● 一 一 ｡ ● わ ● ﾛ ■ - 。 ー ｡ ■ ■ - - ● ロ ロ ロ ■ ＝ 争 ｡ ■ 口 唇 ● ● ● ● 1 ■ ｡ ● ｡ Ｉ ■ q ■ - ■ ■ q ■ ィ ■ - - Ⅱ ■

■
-

6０ 序 ｑ ■ ■ ！ ■ Ｉ ■ - - - - １ ■ イ ■ - ゆ - ｑ ■ ー ー イ ■

｜
旬守口一

一
一 1 ■ ー - - １ ■ - 凸

事
業
費

ｰ
＝

4０

2０

.ごＩ-ｊ-ｄＩＩこ■■■．■ｉ戸Ｌ＝-』口１１型ｌｌｑ"ｄｌｌＬ■１１も■ｌｌ-ｄｌＩＧょ且，ｌ′ _．０ 釦■■■-ゴ１．．．．

元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３ １ ４ １ ５
年度

治山事業の事業別内訳
（平成15年度）

ｰ 〆 ■山地治山事業

水源地域整備事業

水土保全治山事業

保安林整備事業

地すべり防止事業

県土防災対策治山事業

直轄治山事業負担金

1,535：
Q
ｑ

塵
＝

〃

1.100
▲

▼

画

▼

■

▲

■

一

宇220 0

０

０

０

１

０

633
ｐ

5９
り

全体事業費3 ,630百万円０

０

０

０

り

０

■

０

１

7２
０

１１
ロ

０ 1,000 2.000 3,000

百万円事業費

資料：森林整備課業務資料
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４森林被害

ポイント
”平成15年度の松くい虫の被害材積は、2,044m3で、昨年度に較べて393m3増加した。
・予防を徹底するため、特に保全すべき松林を重点に総合的な防除対策を進めている。
・平成11年８月頃、和歌山県、奈良県、三重県にまたがるカシノナガキクイムシによる
カシ類の集団枯損被害が発生し、和歌山県では東牟婁地域に被害が集中したが、被害
は減少傾向にあり、本年度の被害実損面積は0.00haであった。

。平成15年１月一12月の森林火災発生件数は、５ケ所、2.44haであった。

松くい虫被害材積と駆除材積及び予防面積

３
ｍ

6,000
ha
1.500

眼里迩
●～｡ . LZZ 4b993 …5,000 1,000９９

4.000
3.56

０
面
積

０５

０’:3｡0０'
１9４

2,000

1.０００

０

６ ０ ６ １ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６
年度

７ ８ ９ 1０ 1１ 1２ 1３ 1４１５

ｰ

森林被害実損面積(ha) (実損）
スギノアカネ
トラカミキリ

ガ
シ

ナ
ム

ノ
イ

シ
ク

カ
キノウサギ年度 カモシカ シカ松くい虫 スギカミキリ

師而而而而而一睡叩砿

174.92
197.12
145.10
133.10
212.86
122.09
190.08
185.44
290.48

叫一叩一恥一麺一皿一皿一Ⅷ｜皿一皿

42.25
35.96
42.11
16.34
１．９４

61.34
118.84
107.62
７７．８５
４５．９２
４８．２２
３８．７０
７６．９４
１．２０

78.90
157.22
141.57
126.75
７４．６８
６４．２１
２４．５４
９５．１１
３６．８５

26.80
34.03
23.13
22.86
３．６８
３．７６
４．７５
５．１０
８．５０

一
一
一
二
一

＝ =＝＝

■■I■■

■■■■

■■■■

ﾛ ■ ■ ■

一一祁一唖一唖一ｍ柳一皿而一恥
（重複あり）

資料：森林整備課業務資料
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＜森林火災＞
平成15年１月一12月の森林火災発生件数は、５ヶ所、2.44haであった

月別森林火災発生件数 奔
拝
奔
奔
拝
岼
年
年
年
年
年

１

１

１

１

１

１

９

８

７

６

５

成
成
成
成
成
成
成
成
成
成
成

平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平

回
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

6０
5５

３
２
１
０
造
，
白
，
畠
，
臼
，
臼
’
３

１

１

１

１

９

８

７

６

５

１

成
成
成
成
成
成
成
成
成

平
平
平
平
平
平
平
平
平

画
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ｐ
ｐ
４

5０
４１４１

4０

ｿｚづｿｚづｿｚづ族 ２３２３２３
０３無

辻 〃 2６2６
1９１１９

2０ 1６1６1６1１ １４1１ １４1１ １４1１ 1 ４ １ ３
1０1０1０

1０
ー

０
１ 月 ２ 月 ３ 月 ４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 １ ０ 月 １ １ 月 １ ２ 月

※冬から春先にかけての時期と８月に森林火災の発生が多い。

＜その他の自然被害＞
損一天 面 積 ( h a )

零ﾃ再骨
｜ 被 害 区 域 面 積

凍 害 ｜ 風 害 ｜ 水 害 ｜ 雪 害 ’媚一壱一砥年度 凍害
亜諏一ｍ面一隅一恥雨一湘一皿一也朋一帥一肘一服一服一州雨

煙一唖一帷一睡一睡一脚一狸一咄一蠅一咽一”

哩一唖一帆一稗一唯一皿一郵一郡一畑一咽一ｍ

８言5４

373.54 23.81
１．８０
０．３６
９．７２

16.22
339.66
３４７２

853.19 唖一郷一睡一榊一細一》一恥

0.24 1.08
2.00 ２４５ 2.00 18.83

0.33 ０．０４
ニーーーーー＝＝＝

0.48
3.12 唖一一岬ｰ

０.０１
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

903.42
０．０２

-

2,926.80

唖一睡一吋 唖一睡一一吋19.3119.31

0.44 ０.４４

＜森林国営保険＞
平成14年度末の森林保険の契約保有高は、次のとおりとなっている。

件数
一

３．５３２
面積(ha)

２８．６８１… 宥 嵩 ｜
Ｉ

｜
’

契約率(%）
-

１３．７ ’
資料：森林整備課業務資料
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林業経営

造林

間伐

素材生産

林道

林業機械

林家と林研グループ

林業経営

特用林産物の生産

山林用種苗の生産

森林組合

林業労働

Ⅲ

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

１

１

１

１

ｰ

-

梱わかやま森林と緑の公社

林業金融

／
ノ
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Ⅲ 林 業 経 営
１造林

ポイント
・平成14年度の造林面積は、356haであった。
・戦後活発に行われた人工造林は、昭和30年の12,167haをピークに減少。
・樹種別ではヒノキが最も多く、平成14年度には39.3％を占める。
・資金別では補助造林が最も多く、平成14年度には45％を占める。
・平成14年度の1haあたりの造林経費(再造林)は813,400円であった。

造 林 面 積ha

／1,200 １,０８７
つ1,026

P " - - - - - . - - - - - - - - - - - - - . . - - - - - - - . . - . . - - -

｜‘2'"．‘“
f “ 。 ” ” 。 ”ｎ肝同伺榊雪？《iⅧi・ー一

畑つ
一 一

1,000
ｰ

531800

一．．-・・５５８
４９１５０１

同期
鷺”， 一ー Ｌ 一 三 3５７３５６

400

１
__一ll-ｲﾄｰｰぞ200

｣⑯u9gu9Wb
一 ｰ ー０ ６ ０ ６ １ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３ １ ４

年 度

平成14年度地域別造林面積
ｰ

海草郡
( 0 . 3 M ) 那 賀 郡 伊都郡

東牟
（2５
８’

郡
紛

西牟婁郡
（34.8%）
１２４ 単位:ha

資料:H16.3.31.現在森林整備課業務資料
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樹種別造林面積
ha

ｌ,200 /１１.０８７1， 口ヒノキ
園スギ
その他

1,026

1,000 ８８９
８ ２ ２ -
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＝

「
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６９３
つ 一一

室
一
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邇
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●
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一
珂
二
噸
唖
零

令

寺

■
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■

■

■

・

一
紬
つ
蜘
唾
息

１-ｍ
二
噸
需
四
ｍ
》
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＝

8００
６７０

００６面
菰 3５５ 駒？

３

．
"M"

64.1
400 - 一

- ＝

一邪罵罵鬮隠職惑爵200 ヨ
『唖 ■ “ 且 唾／０ ６ ０ ６ １ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １

年 度
1２ 1３ 1４

（》
％

補
助
造
林
の
占
め
る
割
合

００

０

０

０

０

１

８

６

４

２

０

資金別造林面積

ha

ｌ,200 ｢
馴誕 ロその他

園自力造林
ロ公団造林等
回融資造林
回補助造林

斗錘1,000

８７

画
1 ”

'1泥800

韮獅|罰6 里．６７３５

麹闇国廐層‘０， ｜手趣一琴
gZIF
嘘
重壼

2０１

趣雰 壷“3５３９麺乖馴一 畢趣藝証 壷諭“篭一噸垂 ｰ400 ３７
画■邇

麺《獅悲噸
零噸誰蝿
圭趣誹咽

” ” ”唾、 掴蔀．極
“ “ “““200 ０唖

、

醜 画 Ｕ畑
０

６ ０ ６ １ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ 3
年度

<1ha当たりの経費:平成14年度スギ･ヒノキ4000本植え＞
（単位:円）

1４

苗木 地栫え 植え付け 仮植・運搬 計

再造林 273,000 294,200 200,000 46,200 813,400

拡大造林 273,000 511,800 200,000 46,200 1,031,000

資料;H16.3.31.現在森林整備課業務資料
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間伐２

ポイント
・生産性の高い林業経営を行うための適切な間伐作業の推進。
・平成14年度の間伐実績は9,191haであった。

間伐実績の推移
４

|
’ 票k悪ロ造林事業、自
口間伐事業

ha

豐
回
岡
田
堅
日
日
魎
ｌ
壽

ざ10.000 9,0619,204

ｎ頭
９嘘／

司棚州ⅡＨｌＩ鰯

６５７
０

８ ● ● ■ ● ● ● ｅ ● ●

9.000

).359《

7.972
一

ga¥-. .７63０５
６０９６６６，６２９

- ． ｰ ＝ ］Ｐ ●

5,76劇.-１

7,397 一8.000 1

１ 6"“6.588 6i5m
-

６
-

6噸7.000 ！53m 5.5226.０００ W260間
伐
面
積

18Ｕ８１
ー

郷

ー 5.000 ３ 910
603 )剛:９4.000 ；

！

3.000 4３

鞘ー

加！２０００ ３

醤1.０００ ０
Ｆ１ 一 二 - 二 一

０ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １
年度

1２ 1３ 1４6３ ２ ３ ４6０ ６１６２

間伐事業の経緯
間伐促進総合対策事業
森林地域活性化緊急対策事業
間伐促進強化対策
流域総合間伐実施事業
水土保全森林緊急間伐実施事業

(H14から造林事業と統合）

(注）
=S61

H1-S62
H2-H6
H7-H9
H10-H13

ｰ

樹種別間伐面積
平成14年度

(単位:ha)

H16.3.31現在森林整備課業務資料
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和歌山鼎劃鰯給対策一紀州和謝山間伐宣言一
緊急間伐5ケ年対策（平成12-16年度）

健全な森林づくり健全な森林づくり

軍

間伐実施

|木の国森林づくり｜
屑雇詞
[凛軍亜軍票零］ 間伐材利用の促進

搬出促進
計画的な間伐実施
搬出促進 3伐推進●

ｰ

間伐実施のための条件整備

木の国プロジェクト
紀州材･次世代を育む

環境整備事業
’

木材利用推進活動事業
・林道事業、治山事業等
公共事業への間伐材利

間伐推進支援事業
(間伐等森林整備促進事業）

-２８-

間伐実施のための基盤整備

山村森林路網整備事業



３素材生産

ポイント

讓蕊謝鯛認碧謂蝋欝斑耀智澱"した。・樹種別ではスギが57％、ヒノキが39％である。
・平成14年の生産林業所得は55億円で、前年より13％減少した。

用途別素材生 量
ロチップ用
口その他
口製材用

¥m３

400
３

画
跡
司

300ー

素
材
生
産
量

２００

四３

1００

- - - ＝

1２１３１４ＯＬ＝＝＝＝＝６０６１
- -

６２６３ 三 ＝
元

-

２ ３ ４一恥隼 ７ ８ ９ １ ０ １ １

樹種別製材用素材生産量H14年次

’Ｉ 全生産量：１８９千m３雪

:千m3)

資料：木材需給報告書
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Ｗ

スギ･ヒノキ等の素材生産量の推移千m３

ロその他
ロヒノキ
ロスギ

500
ロヒノキ
ロスギ

1il6400 ｂ

可二二
1０１

i朧国Ｉ卜
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素
材
生
産
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Ｉ加
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銅１ｉil５５

４）
０

５０５１５２５３５４５５５６５７５８５９６０６１６２６３元２３４５６７８９１０１１１２１３１４
年 度

林業生産所得と素材生産量の推移
¥m３

５００

億円 戸林業生産所得→一素材生彦普
460250

喫鰯A蓮3 7 2 3 8 2 ●減謹選等 400
啄 辱 面 335351

麺苓200

素
材
生
産
量

０

０

０

０

０

０

３

２

１lｌ
林
業
生１５０
産
所
得１0０

ｰ

０
夕
■
Ⅱ
Ⅱ

5０ 9WII99

０
５１５２５３５４５５５６５７５８５９６０６１６２６３元２３４５６７８９１０１１１２１３１４

年 度

資料：生産林業所得統計報告、木材需給報告書
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４ 林 道

ポイント
・民有林林道の総延長は平成15年４月１日現在で688路線1,734kmとなった。
そのうち、自動車道は1,449km、林道密度は4.21m/ha、舗装率は50.8%である。

・平成14年度の事業饗は約31.2億円となっている。

林道開設の推移
(m)

60,000 51,255』旦凹53‘624-
司宵型，1 3a9７３開

設
延
長

40,000 P 令

■首画
27,051 25,16323,21423,214

■■■20,000

…
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6 ０ ６ １ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３ １ ４
年 度

林道開設事業費の推移(億円）
60.0 ５０．６

当 ｎ 控 42.843.546.243.2

nn湾塑■･■
43.0
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３１．2３０.２

１「n■
唖［34.033.133.7

- 一 二 一

０

０

０

０

４

２

事
業
費

Ｑ ロ■ １ １ ０ロ ｌ ロ ■ Ｉ ロ０.0
6 ０ ６ １ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３ １ ４

年 度
ｰ

管理主体別林道延長
（自動車道）

森林組合

林道開設別実績

林業

保全

森林

資料：林業振興課業務資料
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市町村別林道密度
(平成15年４月１日現在自動車道）

大阪府
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高野町山

野
上
町

海南市

o d

一》奈良県
湯

争

。
-

。

⑥

ノ川辺町

美浜町

三重県
本宮町宮町

（

白浜町町
那智勝浦町那日

置
川
町

…
ノll

古座川町
すさみ町すさみ町

太地町

｡

伊
凡 例

□ロロ□□

50m以上
3.5m～50m

2.0m～3.5m
１
２

注 林道密度＝(自動車道/民有林面積)×100
民有林面積は平成15年４月１日現在

Q５m～2.0m
0.5m未満

、 ノ
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５林業機械

ポイント
･林業機械の台数の多いものは、チェーンソーの3,915台、刈払機の3,224台である。
・その他に多く使われているのは、集材機、索道、モノレール、フォークリフト、
動力枝打機。

・高性能林業機械は、ハーベスタ、フオワーダ、タワーヤーダ、グラップルソーの
導入が見られる。

平成14年度林業機械・器具の現況
機 械 種 名

索道蕊:蕊
築材機典護灘
モ ノ ケ ー ブ ル
リモコンウインチ
自 走 式 搬 器 ｜
モ ノ レ ー ル ’

適 数
妬
刀
拓
鏥
溺
拓
杷
切
酬
掴
３
１
４
釘
９
把
髄
的
８
打
配
幅
４
型
５
扣
娚
７
-
-
４
３
３
４
-
５

２

２

１

１

９

２

１

１

０

３

今

ロ

句

○

ｎ

ｏ

用

索道

動力１0ps未満
動力１０ps以上
ジグザグ集材機
リモコン、ラジコンによる可搬式木寄機

集材機

…

懸垂式含む
動力20ps未満
動力20ps以上
林内で集材等の作業を行うホイールタイプのトラクタ
上記でクローラタイプのもの
主として地栫え等の育林作業用

小 型 運 材 機

ホイールタイフ．トラクタ
クローラタイフ・トラクタ
育林用トラクタ
フォークリフト
フォークローダ
クレ｜運材機能なし一ン|運材機能あり

トラッククレーン、ホイルクレーン等
クレーン付きタイプ
グラップルローダ作業車
グラップルローダ付きトラック
搬出、育林用等に係わる土工用
搬出、育林用等に係わる土工用

ク レ
ー ン

クレーン付
ト ラ ッ ク

グラッ
プル
トラクタショベル
ｼｮﾍﾞﾙ系掘削機械
チ ェ ー ン ソ ー
ﾁｪｰﾝｿｰ付ﾘﾓｺﾝ装置
刈 払 機
植 穴 掘 機

＝

’リモコンチェーンソー架台
携帯式刈払機

自動木登り式
背負い式等の上記以外のもの動 力 枝 打 ち 機

苗畑用トラクタ
フエラーバンチヤ
ス キ ッ ダ
プ ロ セ ツ サ
ハ - ベ ス タ
フ ォ ワ ー ダ
タ ワ ー ヤ ー ダ
スイ ン グ ヤ ー ダ
グ ラ ップルソ ー

立木を伐倒、集積する自走式機械
牽引式集材専用のトラクタ
枝払い・玉切りする自走式機械
伐倒・枝払い・玉切りする自走機械
積載式集材専用車両
元柱を具備した自走式集材機械
簡易索張が可能で、旋回可能なブームを装備する集材機械
巻立・玉切り自走式機械

Ｉ

資料：林業振興課業務資粥
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’
６林家と林研グループ

ポイント･2000年現在の林家数は14,016戸である。
。保有山林5ha未満の小規模な林家が全体の70.7%を占める。
・１林家当たり平均所有山林面積は8.8haである。
・山林の保有目的は規模が小さい林家ほど財産保持的意識が強い。
・林業研究グループ数は平成16年４月現在、２５グループで会員数は514人である。

保有山林規模別林家数
Ⅱ

’回1ha未満ロ1～5haD５～10haD10～100haD100ha以上

-

§’

｜ｌ｜景一Ｉ麺
Ｉ

圖圓

圖

「１１-ｌ

圖一葛…ｒ

§1９６０ へ》’

冒厨穏竺
画漫由墜

櫓鱈。③1９７０

冨一’§1９８０

Ｚ

閻富§1９９０

リ§2000
／

5 ,00010 ,00015 ,00020 ,00025 ,000３０,０００35 ,000４０,０００
林 家 数 （ 単 位 : 戸 ）

０

(世界農林業センサスによる。1990年までは0.1ha未満所有の林家が
調査対象、2000年からは1.0ha以上所有の林家が調査対象。）

ｰ

保有山林面積規模別林家数（和歌山県計）
単位林家数：戸、面積：ｈａ
100～500ha

11０
０．８

500ha以上
２１

0.１

5ha未満
９，９０４
７０．７

１０～100ha
ｌ,９３９
１３．８

合計
１４，０１６
100.0

5～10ha
２，０４２
１４．６

林家数
一

構成比
注：保有山林面菰１ha以上の林家

人工林率別林家戸数
単位，戸

80%以上
３，６２２
５６．３

人工林なし
７８９
１２．３

10％未満
１５１
２．３

１０～40%
６５４
１０.２

40～80%
１，２１４
１８．９縣一岬一皿林家数

構成比
注：保有山林面積3ha以上の林家

人工林なしの林家数は人工林の齢級が不明なものを含む
資料：2000年世界農林業センサス
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＜林業研究グループ＞

郡別林研グループ数および会員数

’禽 聞 篝
※県全域は女性林研

■
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
士圃開-３

Ｉ
Ｉ
ｌ
電一弱-３

■

１

０

Ｊ

内

】

申

詣一魎一５

林研グループ数および会員数の推移（人）

1,400

1,200

1,000

会８００
員
数６００

(グループ）
[＝．会員数
一グループ数

４５
４０
３５
３０グ25ｊＩ
２０プ
１５数
1０
５
０

ー

３５３６３６Ｅ ” ▲ △ ３ ３ ３ ３

1,1ー

１ 麺１ 潤 潤 嗣 嗣 §400
潤 潤 画 鋤 趨 凰200

０
元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

年度
９ 1０ 1１ 1２ 1３ 1４ 1５

資料；林業振興課業務資料

-

<<参考>＞
保有山林面積規模別林家数と面積（2000年世界農林業センサス）
林家：平成12年２月１日現在の保有山林面積が1ha以上の世帯をいう。
膿家林家：林家のうち、農家である世帯をいう。
非農家林家：林家のうち、非農家である世帯をいう。
保有山林：世帯が単独で経営できる山林のことであり、所有山林のうち他に貸し付けて

いる山林などを除いたものに他から借りている山林などを加えたものをいう

-３５-



７林業経営

ポイント
”伐出労賃単価の上昇は、平成14年において昭和50年の2.56倍となる。
・一方、山元立木価格は0.19倍と低落し、林業経営の収益率は著しく低下している。

伐木造材作業者賃金と山元立木価格の推移(指数比較）
-●-全国伐木造材賃金■毛一全国スギ山元立木価格
一和歌山県スギ山元立木価格一和歌山県伐木造材賃金

２９１
３００

２５０

指
数２００ ヘ

シ
1５０

１
1００

１

5０

０
5 ０ ５ ５ ６ ０ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３ １ ４

（指数は昭和50年の値を基準とした値）

伐出造材の作業員賃金およびスギ山元立木価格の推移
単位：円

伐出造材作業員賃金
和歌山県全国平均

５，５５９５，３９６
１０，７７５８，２１３
９，８８３８，５８０
１３，６４３９，５１３
１２，３３６９，８０３
13,067１０,９２４
１４，１０６１０，５９１
１３，６１５１１，７０９
１４，３６５１２，１７６
１３，９６６１１，９１６
１６，１９４１２，４４０
１５，３２１１２，５３０
１５,３９０１２,３７２
１４,５９０１２,５２０
１４,５１０１１,７００
１４，０２０１２，５９０
１４，２３０１２，１６０

スギ山元立木価格
和歌山県全国平均
２３，９１７１９，７２６
２６,５９１２２,７０７
１５，５００１５，１５６
１５，５７８１４，２８２
１６,０４７１４,５９５
１５,１１８１４,２０６
１３,４６９１３,０６０
１４，００９１２，８７４
１３,２０４１２,４０２
１２,３９７１１,７３０
１１,２９４１０,８１０
１０,４７６１０,３１３
９，１１２９，１９１
８,３００８,１９１
８，２９７７，７９４
７，５７８７，０４７
４，５９７５，３３２

備 考
卵一弱一㈹｜元-２ｌ３ｌ４ｌ５ｌ６ｌ７-８ｌ９｜扣一楜一旭一旧一脚

＜伐出造材作業員賃金＞
林業統計要覧
厚生労働省「林業労働者職種別

賃金調査報告書」
（各年とも１０月調査）

＜スギ山元立木価格＞
林業統計要覧
財団法人日本不動産研究所
「山林素地及び山元立木価格
調べ」

（注）立木価格は利用材穂1m３
あたり平均価格

ｰ
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伐出業労働賃金と素材価格の推移(和歌山県）

」匡ニコ丸太価格
＜＝林業職種計賃金

[＝コスギ山元立木価格
→一伐木造材賃金

円

60,000

円

18､000

16.000
０

０

３，１０５

〆
３．０６７

１４･OOO

１ １２,０００:12.56750,000

10.000０
9.883

§ 8.000
｜
日
当
た
り
賃
金

6'０００
4０,０００ ●

ｰ
4.000

二心。ｍ○劃「--------

一つ一画つ。｜

・

■

■

‘

Ｂ

４

ｅ

ク

■

０

Ｆ

９

，

・

０

４

９

９

》

Ｑ

Ｂ

Ｉ

ｆ

卜

６

Ｆ

・

９

９

．

０

．

Ⅱ

-

『・印劃画一-------------

一，一ｍ。百一

-，---９，，．物，-１０’０９０９--０，３国。凹む劃も一郵一コーコーコーコ一コ一一一一ココココココー

掴。。《・・｜

：‘！．．，．、‘・---，．，，--‘，-園３．回■■■■■皿

●

ぬ一・一つ。’

．‘--，，、。，＄，。、-・-・一-・↓-・二一画一---●！-----------

胸一心“つつ二

-
-
-
-
-
一
・
・
・
・
-
-
：
．
-
，
-
ご
匂
動
画
一
一
一
一
画
皿
副
四
四
一
■
副

畢画②“の。。一

二。画①季「-----------------

争掴今っ今。。｜

・
・
：
．
-
，
・
・
・
．
・
・
，
，
-
：
：
‘
惑
曽
必
一
、
-
。
：
、
：
：
。

←ぬ全一垣○○一

口

５

Ｇ

日

６

．

。

◆

Ｇ

■

、

凸

Ｆ

Ｂ

Ｄ

Ｄ

４

■

一

口

０

０

９

９

０

０

，

０

日

Ⅲ

１

１

ト

ー

Ｉ

い

Ⅱ

ト

ー

．

９

■

今

９

．

６

←

？

●

一色滝口令室■■■■■■・

-
：
：
函
暑
９
．
-
：
-
-
，

．一今●○○○一

面の》α口。一一-

０

◆

１

６

０

９

．

、

９

。

０

８

０

９

６

①

甲

６

０

０

０

，

．

０

Ｕ

■

■

田

■

■

■

困

凹

■

■

田

■

■

■

０

９

１

１

ｌ

-

］

■

■

■

］

■

■

■

］

■

■

■

・

■

■

一四口今の①一

面“今今つ。’

０
④
１
０
４
０
４
０
？
も
り
■
Ⅱ
０
８
。
①
射
す
？
Ⅱ
寺
■
０
椰
日
ロ
０
１
Ⅱ
■
Ⅳ
日
日
臥
画
Ⅱ
■
■
■
■
Ｂ
■
日
日
口
日
日
０
口
０
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
０
■
Ⅲ
Ⅱ
０
１
４

《一，二一ｍ一

色○茸。。一

６

や

４

４

■

。

■

■

▲

■

Ｕ

ａ

Ｑ

Ｏ

ｑ

“

９

０

０

□

●

■

６

０

０

８

６

１

ｋ

冊

リ

ー

Ｌ

Ⅲ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

マ

ゥ

リ

■

０

０

４

９

４

４

■

■

■

■

■

■

■

■

■

・

■

■

■

■

■

■

一画○今当一

ぬ四画。○一

一一ｍ。、『“一

画恒勺、○○一

○

、

申

９

０

■

Ｐ

国

り

り

Ｆ

唾

０

８

０

口

日

“

Ｕ

ｐ

ｐ

６

２

０

-

９

０

り

１

．

１

４

４

０

Ｆ

』

Ⅱ

１

８

日

■

■

日

日

０

１

４

４

■

８

丸
太
価
格
と
山
元
価
格

2,000

０Ｂ
面
９
両

？
ｑ

『
■
Ｐ
０

楢②。、の一一

30,000

20.000
一ｍｃ動。。

10.000
ー

０

元 ２ ４ ５ ８5５６ 0 ３ ６ ７ ９ 10 1１ 1２ 1３ 1４
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資料；スギ中丸太製材用素材価格(径14～22cm、長さ3.65～4m);木材需給報告書
山元立木価格(スギ)、労働賃金(林業職種計、伐出)T林業統計要覧
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８特用林産物の生産

ポイント
・きのこ類の生産量はほぼ前年度並みである。県内では生しいたけの生産量が最も多く、
その内９割を菌床栽培が占めている。・白炭については、近年様々な分野で炭が注目されて来ていることや、緑の雇用事業によ
るUIターン者等により、近年減少傾向にあった生産量、生産者数ともに、わずかである
が増加が見られた。・サンショウは好天候により生産量の増加がみられた。

きのこ類の生産雷ｔ
1800

ﾛ ﾅ ﾒ ｺ
ﾛ ｴ ﾉ ｷ ﾀ ｹ
ﾛ ﾋ ﾗ ﾀ ｹ
ﾛﾌﾞﾅｼﾒｼﾞ
図乾ｼｲﾀｹ
ﾛ生ｼｲ ﾀ ｹ

五厘重1６００ ● ４ ■ 争 ．」

Ｉ195
207 一》1４００

〆グ１鱒■J甦■̅⑫１0９/-:１０９/
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クリの生産量 ワサビの生産畳
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竹(黒竹)の生産景 サンショウの生産量ｰ
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資料：定住促進課業務資料
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９山林用種苗の生産

ポイント・平成15年度の山行苗木生産量は1,047千本である。
。そのうち、スギは394千本、ヒノキは649千本、マツは4千本である。
・生産量は年々減少し、平成15年度の実績は昭和55年の8.1％となった。

(千本）

25,000
山行苗生産量の推移

2２，２１７

姉一一
20‘０００

（）

| ’15,000

生
産
量

1０,０００

晩弗而淵Ｉ 6,231

鴎5.000

’1,618
1 . 4 9 9 1 , 2 4 1 1 , 0 4７I=_l 鱸嶬齢 ４鯉一類洲 型弛１I０

元4５ 5０ 5５ 6０ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３ １ ４ １ ５
年 度

ｰ

経営規模別苗場面積と生産者数

’E100m2未満口100～500m2D500～1,000m2D1.000～5,000m2D5,000～１０,０００m２D10,000m2以上

総面積
５.９６ha咽

面 穣
０

1綱0砲２ 3.06 0.84
暇

６

総生産者数
３３人生産者 111５ 1１Ⅱ１ ４

ﾘ ﾛ ﾛ ﾛ

0 %１０%２0%３0%４0%５０%６０%７０%８０%９０%1 0 0%

資料：森林整備課業務資料
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１０森林組合

ポイント（以下、森林組合統計調査の平成14年度末現況より）
・平成14年度末の森林組合総数は28組合、組合員総数は18,367人であり、組合員
所有の森林面積は248,892haとなっている。。組合資本については、払込済出資金総額903,043千円と、各組合員の増資努力
を基礎に林業構造改善事業等の補助事業を活用して、共同利用施設の充実に取
り組んでいる。

“２１組合が作業班を有し、９組合が林産事業で25,740千m3の素材生産を実行して
いる。保育実績については、下刈り2,100ha、枝打ち747ha、除間伐8,507haの
事業が実行されている。

，作業班員は、総数482人、年間150日以上の従事者は276人、210日以上の従事者
は176人となっており、年齢別では、４０歳未満の従事者が85人で、６０歳以上の
従事者が200人となっている。

組合員数と組合員所有森林面積の推移
（人）

25,000

(ha)

280,000
[＝．組合員総数
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ｰ 274,684
ー
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1０,０００

8招６ 240,000

5,０００ 230,000
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４ ５ ５ ５ ６ 0 ２ ７

年
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1 １ １ ２ １ ３ １ ４

ー

払込済み出資金等の推移（千円）
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３
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２
１
１

旦 一
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1 １ １ ２ １ ３ １ ４

資料：森林組合統計調査(平成14年度末現況）
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平成14年度依頼者別保育実績

市町村
(2.8%）
３１７
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資料：森林組合統計調査(平成14年度末現況）
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森林組合合併解散の動き(H16年４月１日現在）

ｰ

ｰ

-４３-

年度 組合数 内容 組合名 合併・解散
認可年月日 合併参加組合等の関係組合

3８ 6８ 合併

合併

美 里 町

す さ み 町

S38.4.5

S3９.３.３１

神野、国吉、長谷毛原

周参見、佐本、大都河、江住

3９ 6６ 合併

合併

田 辺 市

中 津 村

S3９.１０.１５

S40.3.29

牟婁町、上芳養

川中、船着

4０

４１

４

．

７

６

５

合併

合併

合併

合併

合併

合併

龍 神 村

熊 野 川 町

情 水 町

高 野 町

本 宮 町

南 部 町

･S4０.１１.１

S41.4.8

S4１.１１.１

S4１．１２.２７

S4１.３.２７

S4１.１０.１７

龍神、上山路、奥日高

小口、三津ノ木、熊野川

五郷、安締、八幡、城山

高野町、富貴

言里、四村、謂川

4２ 5３ 新設

合併

日 置 川 町

那智勝浦町

S42.10.9

S43.3.29

日置、三舞、川添

色川、那智、太田川

4９ 5０ 合併 西 牟 雲 S49.8.24 田辺市、白浜町、上富田町、大塔村

5１ 4８ 合併 南 紀 S5１.１１.１２ 串本町、古座町、古座川町

5４ 4６ 合併 中 辺 路 S54.9.1 近野、二川、栗栖川

5５ 4５ 合併 南 紀 S55.5.15 南紀、七川

5７ 4４ 合併 美 山 村 S57.6.21 川上、寒川

6３ 4３ 解散 下 津 町 S6３.１２.２３ 海南市森林組合に包括(H元年度）

２ 4１ 解散

解散

岩 出 町

貴 志 川 町

H2.4.1

H3.１.１３

８ 3９ 散

散

解

解

桃 山 町

湯 浅 町

H8.６.１７

H9.3.6

鞆渕森林組合に包括

広川町森林組合に包括

1１

1２

3７

３６

解散

解散

解散

吉 備 町

日 高 町

南 部 町

H1１.１０.１３

H11.11.2

H12,6.28

1３ 2９ 併

併

併

今
ロ
今
ロ
今
回

那 賀 広 域

大 辺 路

和 海

H１４.３.２０

H１４.３.２０

H１４.３.２0

打田町、粉河町、鞆渕、那賀町

日置川町、すさみ町

和歌山市、海南市、野上町、美里町

1４ 2８ 解散 由 良 町 H14.7.2 H14.7.2に解散認可（精算結了未済）



１１林業労働

ポイント（減少し高齢化する林業就業者）
国勢調査によると平成12年の本県の就業者は1,393人で、昭和30年に対して90%の

大幅な減少を示している。
また、６0歳以上の占める割合が、昭和30年の8.8%に対して平成12年は48.4%とな

っており、高齢化の進展が著しい。
しかし近年、自然志向や地球環境への関心の高まりから、若干ではあるが新規参入

が見られる。
今後、若年新規参入者のさらなる確保及びその定着が課題となる。

＜林業就業者数と年齢階層別就業者数及び構成比の推移＞
上段：就業者数（人）
下段？構成比（％）

15～19歳
１，１８８
８．５
５３６
０.0
０

０.０

》｜蝿刎一唖燕一岬”｜”｜皿一恥一呼一郡距一浬万一剛一町｜獅一沁一畑一恥

峠一岬応一獅岬一岬酎一”｜叫一唖一郷一叩獅一恥間一畑一岬一獅岬｜剛一切

》｜癖岬一柳、｜岬岬一睡郷一撃恥一恥岬一睡蝉一Ⅷ叫一碓一岬一郷一岬

年次 総数 》一神一姻一州坪一価岬一皿罰一恥一唖一種“｜煙い一鯛諏一噸一顕一畑一油

》｜伽一恥一価岬一価唖一唖加一岬岬一蜘一郵一柳獅一雌姻一価唖一馴岬

昭和30年 14,051

昭和35年 13,363
へ

ｰ昭和40年 6,786

昭和45年 5,956 ４８
-

０．８
昭和50年 5,014 溺砺而型枢叫一川砺而而-６Ｍ

昭和55年 4,077

昭和60年 3019

平成2年 2,312

平成7年 2,078

平成12年 1,393

資料：国勢調査

林業就業者数の推移(割合）

’回15～19歳画20～29歳□30～39歳回40～49歳ロ50～59歳ロ60歳以上 ｰ

昭和30年

昭和40年
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昭和60年

平成7年
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＜地域別年齢階層別就業者数及び構成比＞
上段：就業者数（人）
下段：榴成比（妬）

資料：平成12年国勢鯛査ｰ

＜森林組合における新規参入者の採用状況＞

平成4年度から一部の森林組合において、月給制の導入等労働条件の改善を推進し、労働者を積極的に確
しようとする動きが見られる。

-

とは、林業に初めて就業する者をいう 資料：林業振興課業務資料

-４５-

地 域 塁う 総数 15-19趣 20-29& 30-39戯 40-49詮 50-59戯 60鐙し1卜
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ポイント（依然として多い重大労働災害）
労働災害は、着実に減少しているが、他産業と比較しても死亡災害等重大災害

は依然として多い。
今後、ゼロ災の実現・継続と事故発生時の緊急連絡救助体制の整備が課題。

＜労働災害発生状況の推移＞
全 産 業 塾睡一型型辿塑型哩些型型型皿哩塑哩哩些型、而市雨

業
年 次 傭 考被 災 者 数

「弓宮元芒
被 災 者 数

「弓言売芒

酷睡》｜幟砿》｜》｜》》｜》》一》》｜》｜』》｜》｜》》｜》一》

4,411
4,166
3,861
3,756
3,451
3,341
3,341
3,074
2,780
2,606
2,591
2．534
2.221
2,094
2.056
1,837
1,607
1,511
1,501
1503
1.476
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H9年以前は労災給付データ、
H10年以降は死傷病報告統計デー
タ(いずれも和歌山労働局資料）
より作成。
被災者数は休業4日以上。

（》
※ 参 考
死傷年千人率(H14年全国値）
全 産 業 ２ ． ６
製 造 業 ３ ． ３
鉱 業 １ ８ ． ５
建 設 業 ６ ． １
貨物運送業９．２
港湾荷役業８．５
林 業 ２ ７ ， ７

(林材業労働災害防止年報）
一 Ｉ

労働災害発生状況の推移(指数）1００ ※昭和55年を100とした指数1０0
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も り
1２（社)わかやま森林と緑の公社

ポイント
・わかやま森林と緑の公社は、民法第34条の規定に基づき設立された公益法人である。
（平成１６年４月１日、林業公社を名称変更）

・分収造林方式により計画的に拡大造林等を進める機関として、昭和43年３月１日に設立
・分収森林の整備のため、枝打、間伐(収入間伐)等を実施している。
・広葉樹の森造成等環境林整備を推進している。
・和歌山県植物公園緑花センター及び根来山げんきの森の維持管理等を県から受託して
いる。

・新規林業就業者の技能研修等を行っている。

＜分収造林＞
分収契約面積：
内 人 工 林 ：

3,817ha
3,361ha

所有形態別面積
（人工林）

ｰ

共有林

法
（

市町村有林
（6.1%）
２０５ｰ

3２１ (単位:ha)439

＜緑のオーナー制度＞
分 収 林 箇 所 数 ４ 箇 所

面積27 . 5 1 h a (上記人工林の内数）
契約者数203人

く造林事業以外の事務＞
植物公園緑花センターの管理業務
根来山げんきの森管理業務
森林土木工事の測量設計等の受託業務
わかやま林業労働力確保支援センター業務
森林病害虫防除機器貸付業務
紀州ふるさとの店の経営

資料，森林整備課業務資料

-４７-



１３林業金融

ポイント
・主な林業関係制度資金には、農林漁業金融公庫資金、林業・木材産業改善資金、
木材産業等高度化推進責金がある。．これらのうち、県では林業・木材産業改善資金の貸付けや木材産業等高度化推
進資金の貸付原資の供給を行っている。

林業関係制度資金の貸付実績及び残高

(単位：千円）
平成12年度末 平成13年度末 平成14年度末 平成15年度末

林業・木材産業
改善資金

貸付実績
貸付残高

45,376
130,636

24,722
117,804

25,350
105,930

81,223
158.920 へ

ｰ木材産業高度化
推進資金 貸付残高 452,000 405,000 385,000 360,500

＜林業・木材産業改善資金＞
林業・木材産業経営の改善、林業労働に係る労働災害の防止、林業労働従事者の確保及び
青年林業者等の養成確保を図るための林業従事者等の自主的努力を積極的に助長すること
を目的に無利子の資金を貸し付ける。

林業・木材産業改善資金制度の仕組み

事 務 委 託 機 関
（森林組合連合会）
(木材協同組合連合会）回譽篶;甲.…･････……．．…………･･････…･･･参 ■ ■ ■ ■ ｡

ｰ

貸
付
け

Ｖ

再委託機関
林 組 合 ）

貸
付
け

Ｖ

|ぐ受 者 ■■■■■毎 ｂ ■ 写

-４８-



＜木材産業等高度化推進資金＞
木材の生産及び流通の合理化を促進し、木材供給の円滑化を図るため、木材の生産又は流

通を担う事業者がその行う事業の合理化を推進するのに必要な資金を低利で融通する。

木材産業等高度化推進資金の仕組み

｜ 鼠 ’国

出
資
等

Ｖ

斗県一陰巽巽:謡巽駕巽璋……農 林 漁 業
信 用 基 金 県茎_全｣-層雨

M
（４．３倍協調融資）

申〒毒碩
ｰ

§画
ｉ善
§計

；営計

；林合

：改画

：業理§経化

重訂
↑

債務保証

＜農林漁業金融公庫＞

農林漁業者に対して、農林漁業の生産力を維持増進するために必要な長期かつ低利の
資金で、一般の金融機関が融通することを困難とするものを融通する。
林業基盤整備資金（造林、林道資金）、森林整備活性化資金及び農林漁業施設資金な

どがある。

ｰ

＜農林漁業信用基金＞

農林漁業信用基金の債務保証制度は、林業者等が林業経営の改善又は木材の流通の合
理化のために必要な資金を融資機関から借り入れる場合に、その借入に係る債務を保証
して、これらの資金の融資を円滑にすることを目的としている。

-４９-
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Ⅳ 木 材 産 業

１木材需給

２木材価格

３木材輸入

４木材加工（製材工場）

５木材の流通

６住宅建設

７木材利用推進

８木質バイオマス利用促進

ｰ

ｰ
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木材産業
１木材需給

Ⅳ

ポイント
・平成14年次の木材需要は565¥m3で、前年を11%下回った。
・国産材は200千m3で、前年比3%減少した。
外材は365千m3で、前年比15%減少した。・木材の自給率は35,4％となった。

素材入荷量の推移

(和歌山県） 口国産材
国外材¥m３
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素材自給率の推移 →一和歌山県
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国産材
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資料；木材需給報告書
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２木材価格

ポイント
・木材価格は、昭和55年を境として下降しはじめた。
。６２年以降は旺盛な住宅建設に支えられ、ヒノキ材を中心に上昇する。
．平成3年には景気の拡大が減速する中で住宅着工戸数が大幅に落ち込み、国産
丸太価格は上昇から下降に転じた。

製材用素材価格の推移（全国値）
すぎ中丸太
径：１４～22cm

長さ：3.65～4.0m

ひ の き 中 丸 太 米 ツ ガ 丸 太
径：１４～22cm 径:３0cm以上

長さ：3.65～4.0m 長さ；６．０m以上
和 歌 山 県 ’ 全 国 ｜ 和 歌 山 県 至 国 一 一

1m3価格指数|1m3価格|指数1m3価格|指数1m3価格|指数
93,00010076,300110033,200110035,０００１００
６７,６００７３５３,９００７１２３,４００７０２５６００７３
８４,４００９１６５,９００８６２２,１００６７２４,６００７０
９８,５００１０６６７.８００８９２４,３００７３２６,５００７６
９４,２００１０１６５,７００８６２２,３００６７２５,２００７２
９１,４００９８５９,１００７７２２,８００６９２５,３００７２
８８,１００９５５９,１００７７２５,５００７７２８,２００８１
８２,７００８９５８,０００７６２５,４００７７２７,８００７９
７９,７００８６５３,５００７０２４,０００７２２６,７００７６
７７,７００８４５３,８００７１２３,４００７０２７,４００７８
６６,９００７２４９,２００６４２３,６００７１２６,３００７５
５７,９００６２４３,２００５７１８,９００５７２４,８００７１
４７,１００５１４２.５００５６１８,８００５７２３,６００１６７
４３,０００１４６４０,３００５３１９,5005922,200163
40,2001433７,７００４９１８,８００１５７２１,９００１６３
３２,０００１３４３１,５００４１１８,５００１５６２１,700162
34,80013731,6004117,7005321,400161
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長さ：３．６５～4.0m
睡 漉 細 函
鯏 F 瓢
４４，８００１００
２７,６００６２
３２,２００７２
３３.０００７４
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木材製品卸売価格の推移（全国値）
米 ツ ガ 正 角 一

厚さ10.5cm幅10.5cm
長さ3.0m

1m３価格指数
５４,３００１０0
４３ ,４００８0
４５，９００８５
４９．５００９１
４８,９００９０
４８，１００８９
５４,５００１００
５３７００９９
５１,９００９６
５０,９００９４
５４，０００９９
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４６，０００８５
４５，６００８４
４９，１００９０
５０，６００９３

すぎ正角
厚さ10.5cm幅10.5cm
長さ3.65～4.0m

ひのき正角
厚さ10.５cm幅1０５cm
長さ3.65～4.Om
1m3価格｜指数1m3価格

６４，５００
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価格1m3当たり工場着価格
注；指数は55年の値を,00として算出

木材製品卸売価格指数の推移(全国値） ÷ ス ギ 正 角
÷ヒノキ正角
÷ 米 ツ ガ 正 角

昭和55年の価格を100とする指数
1１０
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資料：農林水産統計速報一木材価格
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３木材輸入

ポイント・平成14年の外材の素材入荷量は365千ifで、米材が90%を占める。
内訳は、米材328千m３，南洋材21¥m3、その他16¥m3である。

・外材の輸入は、年々減少している。

外材の素材入荷量の推移¥m３
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1,400
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1,000
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荷８００
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回南洋材
口米材
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口米材
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T囑・ 塑 剛 7 血 塑 意
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麺 亜 種
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倒鐵桝醤濟闇域|城

６ ０ ６ １ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３ １ ４
年 次

外材の素材入荷量の内訳外材の素材入荷量の内訳
（昭和60年）

南洋材
(平成14年）

ｰ

単位:¥m３ 単位:千m３
資料：木材需給報告書
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４木材加工（製材工場）

ポイント
・製材工場は年々減少傾向を示し、平成14年度には200社工場を割った。
・県内の国産材工場数は、全体の47％を占めているが、素材入荷量は31％に過ぎない。
・国産材工場は、外材専用、国産材外材併用工場に較べて規模は小さい。

製材工場数の推移 口国産｡外材併用
口外材専用
ロ国産材専用５００

４５0
４0０
３５０

Z３００
場２５０
数２００

１５０
１0０
５０
０

〆呵睾好凧｜副詞馴
６２

３４

4０

ｰ

3１
LJuグ 一

５ ９ ６ ０ ６ １ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３ １ ４

年 次

製材用動力の出力階層別工場数と消費量(平成14年次）
lg7.5̅22.5D22.5̅37.5m37.5̅75D75～150D150̅300D300以上

０
（4.7

素材消費量
(556千m3)

M:"|函睡 １鯉！
(豹懇）

１１0
(19.8%）

１６８
(30.2%）

- 弓 一 一 一 一 一 一 一 一

題ｰ

泥》 ２０
(10.2%)

１２
(6.1%）

郷』
(2019%)工場数

(196工場）
0 ％ １ ０ ％ ２ ０ ％ 。 ３ ０ % ４ ０ % ５ ０ % ６ ０ % ７ ０ % ８ 0 % ９ ０ % １ ０ ０ %

類型別製材工場数と入荷量（平成14年次）
ロ国産材専用口外材専用ロ国産･外材併用’

’鰡緬素材入荷量
(556千m3)

麺 ⑥ 鰹 勤172（30.9%）

Ｂ Ｑ Ｕ ■ ､ ､ ■

工場数
（196工場）

” “ 鋤9２（46.9%） 弧K2m畷）

0 % １ ０ % ２ 0 % ３ ０ % ４ ０ % ５ ０ % ６ ０ % ７ ０ % ８ ０ % ９ ０ % １ ０ ０ %

資料：木材需給報告書
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５木材の流通

ポイント
・木材の流通経路は複雑多岐にわたっている。
・国産材では、原木は市売市場経由が最も多く、製材品では需要者への直接販売と市売
市場経由が最も多い。
”外材では、原木は卸売業者、商社仕入れが流通を２分し、製材品は卸売り業者経由が
最も多い。

国産材の流通経路（和歌山県）

く圓 「(素材） (製材品）

一一 一
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魅 輸入商社｡製材工場
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６住宅建設

ポイント
・全国住宅着工戸数は、平成3年には、景気の低迷から急落し、前年を19.7％も下回っ
たが、平成4年以降平成6年までは順調に回復した。平成9年は消費税アップの関係か
ら前年比15,6％減の139万戸となり、その後は120万戸前後で推移している。

.県内住宅蒲工戸数も同様の推移を示したが、平成15年は平成14年と比較して10‘9％
増の7,276戸となった。

住宅着工戸数と木造率の推移ロ木造ロ非木造
（ 全 国 ） ÷ 木 造 率 ％

的熱戦型蝉 ４８４７:４６.４５:４６W４４:４５１４７:４５:４４:4４.４５
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７木材利用推進

ポイント
”木材の利用拡大を図ることは、林業生産を直接増大させ、林業振興のベースを支える
もの。

・地球に優しい循環型資源である木材の利用を推進することは、地球環境の保全という
点からも重要。・人に優しい健康素材である木材の重要性を広く消費者にPRしていくことが必要。

・上記の理由から、紀州材需要拡大戦略、木材の利用推進に関する指針に基づき、紀州材
需要の拡大を推し進めていく。

I紀州材需要拡大戦略重点事項’
ｰ 一

（》
-

I木材の利用推進に関する指針’
ｰ

’ ’’県有建築物、公共土木工事、物品調達に紀州材の活用を図る

＜紀州材の需要拡大イメージ＞
／

、

、

-

ノ

･和歌山県には豊富な森林資源
・適切に管理された森林資源

・利用可能な森林資源

紀州｢木の国｣と呼ばれ
る歴史的文化的背景 ｰる歴史的文化的背景 全国有数の森林資源全国有数の森林資緑の雇用事業

地域資源の利活用特色ある地域づくり

紀州材の需要拡大
-６０-

①森林施業に直結する和歌山型森林路網整備
②乾燥材供給・性能表示推進体制の強化
③消費者と森林を結ぶ「顔の見える家づくり」の推進
④公共事業への「木材の利用推進に関する指針」の遵守と積極的な紀州材利用推進
⑤ﾊﾞｲｵﾏｽ利用への取組や建築・土木資材の開発

1 - -

〆

和歌山県の特徴｡武器



◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 紀 州 材 需 要 拡 大 施 策 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

屏一筬可一軍̅蘆̅勇一葹̅軍詞現 在 実 施 中 の 施 策 体 系

健康･安心紀州材製品普及促進①住宅への紀州材の使用
′の大都市圏での紀州荷

開催･関東及び京阪神での紀州材展の
州材販冗開拓アトパイザー̅面ロ

等に対する紀州材のPR･工務店､建築士- - 繍 扇 支 援③乾燥材の普及促進一

④顔の見える家づくり支援 一

プの支援

蕊
②公共施設の木造化一⑤木の国ブロジエクトの推進

… ”③新たな木材の用途開発一⑥間伐材の新規用途開発

④最終消費者である県民
等への直接的なPR

- 6 1 -

｢健康･安！ >｣紀州材製品’



木の国プロジェクトの推進方法

H房の国プロジェクト
４１、

」

全庁的な取り組みの強化
①プロジェクト実現のための方策検討
②公共建築物･工事等の木造化･木質化への提案
③木材使用情報の把握

､

憂 鵜 菱
関 係 各 課 室

ｰ

情 報
事務局(林業振興課）

要

請 県木材利用推進協議会
（材料供給部会）

■■■■■■

画

’事主 業
体

｜
Ｉ

市 町 村

発

注

Ｉ 営 ｜ ｜ 業 ｜ ’ 納 ’ 材

工 事 請 負 業 者

-６２-



８木質バイオマス利用促進

ポイント
・クリーンで再生可能かつカーボンニュートラルな※バイオマス資源を有効活用することは、地
球潟椴副上の防止や循環型社会の構築に寄与するだけでなく、地域･森林の活性化につながる。

・林内、製材所等に散在するバイオマス資源の供給体制の整備、バイオマスエネルギーの需
要先の確保など事業の採算性を向上させることが大きな課題である。。「緑の雇用事業」等により発生する間伐未利用材や林地残材、製材所から発生する残材等
を有効活用し、発電等エネルギー利用の導入促進を図っていく。

※カーボンニュートラル：木質バイオマスを燃料として利用する場合、利用した分の森林を再生すれば大気中
に放出されたCO2は再び森林に吸収され、大気中のCO2を増加させないという考え方。

木質バイオマス利用概念図
Ｉ

、 ′

◎-１■■

ａ｡...．?'１詮
、

今
●◆

■

木質バイオマスの有効利用
ｰ

木質バイオマス

間伐未利用材
林地残材等

材
等地残材等

当一癖- ＞
製材所等

ｰ
和歌山県内の木質バイオマスの利用可能量(推定値）

１４４･782海 草
那 賀

伊 都
有 田
日 商

西牟婁
東牟襲

|’ Ｉ

．12,223
110,718
司12.956

坐．祠 ｌ

凸

、
lⅡ

l l １ l
’

１

一 n
l

Eエコ20,507
134,978

今
ロl

2 0 , 0 0 0 3 0 . 0 0 0
利用可能量( t /年）

40.000 50,00010,000０

’国製材所残材ロ林地残材ロ間伐未利用材ロダム流木ロ原木市場残材ロ建築廃材ロ果樹剪定枝

資料:和歌山県木質系バイオマスのエネルギー利用調査報告書(H16.2)
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Ｖ森林の総合利用

１緑とのふれあい

２森林・林業教育

３「企業の森・労働組合の森」事業ー

ｰ
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急



Ｖ森林の総合利用
１緑とのふれあい

ポイント
・緑とのふれあいの場とし、植物公園緑花センターを設置し、多くの県民に利用されて
いる。

・森林での自然観察等県民の利用を図るため、各種施設を整備し護摩壇山森林公園とし
てオープンした。

・国土保全機能と森林浴などが楽しめる保健機能を兼ね備えた生活環境保全林を整備し
ている。

・子供達の森林や緑に対する関心を深めるため『かしの木バンク」を設置運営している。
（平成5年度から）

＜植物公園緑花センター＞

面積 :１１ .７ h a

所在地；那賀郡岩出町
ー

主要施設：本館、ウツデイハウス、東屋、温室、水生植物園、展望台、
自然保護センター、パノラマ花壇、大広場

森林：クヌギ、コナラ等の天然林

利用状況：平成15年度１３万5千人

く根来山げんきの森＞

面積 ;１９５h a

所在地：那賀郡岩出町

主要施設：バリアフリートレイル、展

森林：アカマツやコナラを中心と

利用状況：平成14年５月25日に-部工i

備考：「人が育てる森人を育てイ

主要施設：バリアフリートレイル、展望台げんき砦、遊歩道、駐車場、荒天避難施設

森林：アカマツやコナラを中心とする里山林

利用状況：平成14年５月25日に-部エリアをオープン

備考：「人が育てる森人を育てる森｣をコンセプトに参加・体験型の森林公園。
オープンエリア以外はボランティア参加を得て整備中。

＜護摩鯉山森林公園＞

面積8３２９ha

所在地；日高郡龍神村

主要施設：林間広場、野外ステージ、遊歩道、駐車場、観察スポット総合案内所、
シャクナゲ園

ｰ

ブナ・ミズナラ等の天然林及びスギ・ヒノキ人工林森 林

利用状況

備 考

平成5年６月から平成16年3月１９万人

県民参加のシャクナゲの森造成事業(平成6年～平成11年度)約1,500人によ
り約13haに6万6千本のシャクナケが植栽された。

-６５-



＜生活環境保全林整備状況＞

､琴ノ

、-ノ

- “ 一

番号 所在地 区域面積
(ha) 景観特性及び地域の特徴的な事項

１ 和歌山市岩橋 52.90 閤迩I士古墳群が点在する紀伊里土配の丘特別史跡地であり､回内には､松下記念餌､万戴樋物園などが配
置された古代文化の学習の地でもある。

２ 海南市大野中 43.30 まで一望できる優れた眺盟で､近瞬から訪れる人も多い｡また､林内には雨の大明神が祀られ､地元住民に親
しまれている。

３ 海草邸野上町
梅本 4.73 関西で唯一のススキの大草原が広がる県立自悠公園生石高原のハイキングコースのスタート地点に位置し、

季盆軍豊かな樹彊を檀叙することで健全で観しみあふれる舜林に導いている。

４ 那賀郡岩出町
東坂本 5.00 紀泉郷県立自繍公園内にあり､植物公園録花センターに隅接､年間を通じて県民の憩いの場となっている｡ま

た､近接する鞠林公園｢根来山げんきの鹿』が平成14年尋オープン予定である。

５ 那賀郡岩出町
根来 10.10

周辺には､歴史的に名高く檀の花兇名所として知られる根釆寺､掴物公凹韓花センターがある。また､近接し
て平成14年聯仮オープン予定の森林公園『根来山げんきの漁』があり､将来は多様な騨林レクリエーションが
窪Ｌめる。

６ 那賀郡打田町
竹厨 15.80 都市近郊の舜林であり南側に閑接してJRパラグライダースクール､掃定区域内には百合山断四国八十八箇所

の巡礼路があり､地域住民の憩いの鳩である.又､眼下に紀ﾉ川が淀れており眺望を栗しむ人も多い。

７ 那賀郡粉河町
中津川 34.00 ｢ハイランドパーク粉河｣と一体的に塾備されており､展盟台､野外ステージ､キャンプ増の他､地元特産品阪売

施設があり､県外からの来肪者も多い｡山頂からの関西国隙空鴻方面や紀ﾉ川平野の眺めは最高。

８ 那賀郡粉河町
杉原 42.00 指定区域の竜門山山、付近には､貴皿な自然琿境が保存されており､希少動植物の生育週境の整傭を行い

良好な自然琿境を育成している｡周辺では､ハングライダー､カヌー淳のスポーツが盛んである。

９ 伊都郡かつらぎ町
中飯降 8.73 県立｢紀北青年の家｣内に位壷し,騨林竪働や山殴工を実施することにより､スポーツ､研修､野外活動等への

利用に供されるとともに山地災害を未餓に防止している。

1０ 有田郡吉備町
大賀畑 17.30

ロ 堀 戸 』 乱 し ■ 隈 、 エ ー 閏 画 Ｒ ｒ 日 し 口 ぜ づ Ｕ 幸 閏 ｌ - ｰ 堅 万 四 一 四 ｒ 刀 ■ ｰ ロ ー ュ ー 樫 ･ タ グ 、 ピ グ グ タ ニ 壷 も 卒 皿 、 ｑ - Ｃ ｰ 口 ご - ユ ー ー

れ､森林浴やバードウオッチングが楽しめる｡また､頂上からは瀬戸内海､臭有田の山並みを一望できるパノラ
マが広がり､賎接地のフルーツ農園ではブドウ狩りも楽しめる。

1１ 有田郡吉側町
熊井 3.00 購接地には､町営球増､テニスコート､国民宿舎等が整鯛され､周辺の森林は保健休養レクリエーション施設と

して多くの人に利用されている。

1２ 有田郡広川町
下津木 6.40 広川上滝広川ダムの北側斜面に位置し､ダム周辺の森林を塾燭し､水廻かん養､土砂寵出防止の樋能を高め

ている。
一

1３
-

日高郡美浜町
和田

-

66.00
日高川河口から約4kmにわたり延々と瞬く煙間ケ浜の松杯は､背俊の人啄や展埴を潮廻普から守るため､古く
は箔政時代より地域住民の手で大切に育てられてきた｡日ﾉ岬や巡成寺への観光ルートにもなっていますの
で､是非ご覧あれ！

1４ 日高郡日高町
産湯 11.60 自然とのふれあいを、祖し､四季折々の樹木を楽しめるエリアを周遊する散策道が整傭されており､閑接の西

山ﾋｸﾆｯｸ緑地からの跳望は絶景｡また､山頂からハングライダーを豪しむ人も見られる。

1５ 日高郡川辺町
南山 13.50 川辺町南山運動姓圀を取り巻くように股鰹され､スポーツ､研修､レクリエーションに理しむ人々の休養林として

親しまれている。

1６ 日高郡中津村
船津 17.00 標高537.9mの価盛山中鹿部の森林が壁閲され､簡単な登山と森林浴が同時に楽しめる｡村内にはゴルフ場や

テニスコート､キャンプ増が整傭されている。

1７
戸

日高郡美山村
初湯川
向 き 唖 命 恂 q 監 呈 ２ ２

5.80
戸

櫓山ダムの湖面に突き出た柵山半島に四学折々の樹木が梱駁され､歩辺も竪圃されているので気軽に騨梓
浴が楽しめる｡また､裕山半島にかかる全長2”mの吊り椙､フジ楓で有名なリフレッシュみやまの里も併せて
蕊しめる。

1８ 日高邸舶神村
五百原 100.00 ツジ等が自生する｡近走する高野龍神スカイラインは､北に高野山､南に館神型泉を擁し､観光ルートとなって

いる。

1９ 田辺市秋津川 8.90 市街地周辺の騨林を地域住民のニーズにあった多目的機能をもつ『水諏の森｣｢保蝕休養の森』として総合的
に整傭し､保安林樋能の維持･向上を固っている。

2０ 西牟狸郡
白浜町平草原 1４．００ 白浜観光地へ紐く白浜スカイライン沿いに位睡し､付近には紀州博物館がある｡林内には起伏に富む2kmの

ﾌｧﾐﾘｰﾄﾘﾑコースが段置され､地埴住民の体づくりの森として観しまれている。

2１ 西牟典郡
串本町潮岬 25.00 本州最南蝋に位圃し､林相は黒潮の影塀で眼帯照葉樹林を形成している｡｢ふれあいの漁｣｢いこいの森｣｢学

晋の森｣『野鳥の轟｣などが股置されている。

2２ 東牟婁郡
本官町向山 75.00 照野川沿いに広がる自然林｡林内には修験迦侭仰の館野奥皿動が走り､熊野侭仰の史跡が点在する｡周辺

には､本宮逼泉郷､本官大社､瀞八丁尋をひかえ､年間最多の奴光客が肪れる。

2３ 東牟婆郡
古座川町洞尾 16.00 天銭配念物｢一枚岩｣を中心とする川辺の奇岩景囲地で､上流には桜の名所｢七川ダム｣があり､四季を通じて

四兆客が多い｡紀伊半島南靖の主要な皿光地のひとつである。

2４ 東牟典郡
古座川町佐田 8.02 七川ダムを中心とした周辺は､全国桜百週に週ばれた桜の名所として有名である｡その桜を中心として整閲を

行っており､四季を通じて自然が楽しめる。

2５ 東牟嬰郡
古座町伊串 7.70 地域内には､弘迭大師ゆかりの神王寺があり､、上付近からの眺盟はすばらしいものがある｡整傭することに

より町民､近郊の人々や観光客の保健休饗の堀となっている。

2６ 東牟婁郡照野川
町玉髄口 21.50 吉野麗野固立公園の代汲的観光地である瀞八丁の入り口に位伍する｡桜､紅菜を中心に脚林改良が行われ

四季を通じて自餓が梁しめる。

2７ 東牟婁郡那智勝
浦町大野 14.00 周辺には､全国杣樹祭跡地や照野那閻大社などがあり､地域を整僧したことにより那智閣測町山間部の一体

的な観光地､付近の人々や旅行客の保倒休養の堀となっている。



生活環境保全林位置図
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＜財団法人和歌山県緑化推進会(理事長：農林水産部長)＞

〔沿革〕平成4年３月に設立。
平成8年３月に”緑の募金法(通称、平成7年制定)”により、緑の募金に係る業務を
行う団体の指定を受ける。

〔目的〕和歌山県における緑化事業の推進と緑化思想の高揚を図ること、及び｢緑の募金」
を推進することにより、緑豊かな県土づくりに寄与することを目的としています。

〔組織〕理事２４名（内理事長1名、副理事長1名、常務理事1名）
評 議 員 会 １ ５ 名
運営協議会委員１２名
監 事 ２ 名 （ 事 務 局 ： 和 歌 山 県 庁 農 林 水 産 部 森 林 整 備 課 内 ）

〔活動内容〕
緑の募金 家庭や職場、学校などを通じて募金をお願いして瓜まず了

集められた浄財は、地域や街の緑化推進、ボランティアの皆
さんによる森林の整備、（社)国土緑化推進機構を通じて国際
協力などに使われています(詳細は次ページに） ー
県下各地で｢森づくりイベント｣を実施しています。また、

子供達が集めたドングリを苗木と交換する｢かしの木バンク」
の運営も行っています。

緑化啓発普及

近年、森林整備のボランティアが県下各地で増加していま
す。その活動や育成に対して支援を行っています。また、緑
化樹苗の配布も行っています。

緑化森林整備

みどりの少年団育成 県下に35団体(団員数2,279人)ある子供達の森林ボラン
ティア組織『みどりの少年団｣の育成に対して支援を行ってい
ます。

〔活動状況〕 森林ボランティアによる森づくり
M３ 1１

や■

L＆

Ｏ
ｐ
Ｔ
■
■
》
．

『Ｌ、

■

ｰ

蕊J，
募金活動(街頭募金） 募金事業(例:学校緑化）
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＜緑の募金＞
｢緑の募金｣は平成7年に制定された『緑の募金による森林整備等の推進に関する法律ｊ
(通称｢緑の基金法｣といいます。）に基づき実施しています。平成15年は、県民の皆
様から総額21,775千円の浄財をいただき、県内各地で緑化事業に取り組みました。

○募金運動強調期間
年に２回募金強調期間を設け、緑の募金の意義等の啓発活動に取り組んでいます。
〔春季〕４月１日～５月31日〔秋季〕９月１日～10月31日

○募金実績(１月１日～12月31日）

金額は単位：千円
順位は全国都道府県別募金額の順位

＊１
＊２

ｰ 菅 今 輻 垂 ロ○

○募金の使途
１．県内の各地域や街、学校などの緑化の推進
２．ボランティアのみなさんによる森林の整備
３．（社)国土緑化推進機構を通じて国際協力

○平成14年度の募金使途
ロ 地 域 の 緑 化 1 0 , 1 4 8 千 円
ロ 学 校 緑 化 1 , 9 3 2 千 円
口 国 際 協 力 等 1 , 2 4 0 千 円
ロホ．ﾗﾝﾃｲｱによる森林整備4,212千円
口 募 金 資 材 3 , 2 2 9 千 円
ロ 推 進 活 動 2 , 3 9 5 千 円

○『緑の募金事業｣の公募
学校や団体が行う緑化活動に対して、緑の

ｰ ／

学校や団体が行う緑化活動に対して、緑の募金から交付金による助成を行っていま
す。対象となる事業は、「公共施設等の緑化｣｢学校の緑化｣｢地域住民が利用することを目
的とした森林整備｣｢地域住民、学校が緑化推進を目的として行うイベント｣等で、毎年７
月頃募集を行い、「緑の募金運営協議会｣の審査により交付金の支出を決定しています。
詳細については(財)和歌山県緑化推進会(073-441-2973)もしくは各振興局林務課内にあ
る地方緑化推進会にお問い合せ下さい。

０

-６９-

年次 和歌山県 対前年比順位 全国 対前 年比
H1２ 20,490 99.6４４ 24億17,910 １07.0
H1３ 24,420 119.2３９ 24億25,836 １00.3
H1４ 24,684 1０１．１３９ 24億56,664 １01.3
H1５ 2１，７７５ 88.2３９ 24億50,822 99.8

ｂＪ■ｒ▽I.一…夕

本県の募金額 比率 全国の募金額 全国の比率
戻庭募金 13,486 ６､９ 1,277,610,443 52.1
冒頭募金 539 Ｊ

４ ５ 80.16 7.6 ３ ３３
h 廻 倉 今 3．１１１ 』 ３ 297,0（ 5,48０ 1２ １
営業募金 2,241 （二１． ３ 282,24 6,47１ １５
自校募金 2.052 Ｊ

Ｕ
ｑ
ｂ ４ 171.2（ 5.1 1７ ７０

号の他 346 ６ 342,4 Ｉ7,36７ 1４ ０
合 計 21,775 10( ０ 2,450,（ 22,571 100 ０



＜かしの木バンク＞

カシの木などのドングリをお金にみたてて貯金してもらい、ドングリ100個または200個
あたり苗木1本を払い戻す銀行である。
払い戻された苗木は、学校や地域の緑化、森づくりなどに役立てられている。
また、ボランティアによる森づくりや、貯金されたドングリの融資も行う。

《受付期間》

苗 木 払 戻 期 間
ドングリ融資期間

３月１日～３月31日
12月１日～３月31日

《実績》

年度 受噺一州一測一細一輌一恥一知

配布苗禾
（本）

付̅個薮

716,2
296,3
441,6
044,8
024,8
676,3
344,7
751,9
633,0
596,1
306.2

森づくり 融一幟 資爾
陥而而而雨而一皿雌、｜幽幽計

㈹一冊一卯一卵一㈹｜兜一乃而一肥一刀一帥

２，１０５
４，０６４
２．４１６
２，３２３
２，８７３
１，０８１
９４５

１．２８４
２，０５７
１，１０８
597

20.853

一一一一一一一

一一一一一一一

ｰ１
’
-
１
-
１615

360
346 一面一柳一山Ⅷ｜抑一一一９

’３丁-３’１-２’一一掴

一丁-１’１’一一１｜｜面

一一唖一狐一岬一一一血一一州
４５９
３０９
２７６
２６６

ｺテロ和

７５１，９００
633,008
596,172
306,260̅7rggrｺ薊

《かしの木バンクのシステム》

本店
(森林整備課）
各支店
海草支店
那賀支店
伊都支店
有田支店
日高支店
西牟婁支店
東牟婁支店

ドングリ預入砦 … 座 → 和
歌
山
県
林
業
試
験
場

預

金

者

声 ｰ

登録･通帳発行
←

(小学生等） 苗木払戻 苗木納入
≦ ： 酉 手 云 ユ ノ ロ Ｉ ｑ

(預金引落し）｜東

ﾘ融資

森づくり

廃

、

-７０-

融 資 申 請 者



２森林・林業教育

ポイント
，平成5年、森林の大切さとそれを支えてきた林業について理解を深めてもらおうと、
次代を担う子供達を対象に、林業研究グループの会員が体験型の森林・林業教室を
開催する｢森林からのメッセージ運動｣を行ったことに端を発し、和歌山県では全国
に先駆けて｢森林・林業教室｣を開催している。

・内容は森林のはたらきや林業の話を中心に、それぞれの地域で工夫を凝らしている
・これまでの実績は延べ517校、28,020名に及ぶ。

＜開催実細＞

幅一》一〃｜〃｜〃一〃一〃

霜一順一肺一Ｗ一肥一柵一ｍ

実施校数
８

２７
４４
４１
３５
４３

》｜祁一哩一皿一秘一錘一栂 Ｆ-Ｌ
ー

ー

H1１ ４８
※１（４）

３，６９２
※１（1,829）

〃

2,2401国庫補助
2,6111〃

H12
-

H13
別一例

３，３４９
※２(700)

H1４ ６６
※２（１）

〃

H1５ ４，２６０
※３(700)

８７
※３（１）

〃

合計|５１７１28,020
※１（）は南紀熊野体験博関連のイベント時開催分、内数
※２（）は農林水産フェア開催分、内数
※３（）は県産品フェア開催分、内数

森林･林業教室月別実施校数
（平成15年度）

(枝）ｰ

３０

幽一華奉奉牟垂奉奉奉峯睾垂

７-皐睾垂

９-準準垂睾

塑垂拳率拳準牟拳奉拳睾睾垂

・扣垂皐垂垂垂

2５

2０

1５

1０

６睾拳垂
５-奉垂

５ ３-垂００ ０ ０
０

4月５月６月７月８月９月１０月１１月１２月１月２月３月

資料：林業振興課業務資料
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／

３「企業の森・労働組合の森」事業

ポイント
・京都議定書の批准を踏まえ、二酸化炭素の吸収源である森林の保全や整備は地球温暖化
防止の観点からその重要性が高まっている。

・国や県の取り組みだけでなく企業や労働組合など多様な主体による森林資源の保全や整
備のための仕組み創りが必要である。

･県では、県民とともに世界遺産の森林、和歌山の森林づくりに参加していただける企業・
労働組合を求め、『企業の森・労働組合の森」事業を展開している。

●“企業の森”の仕組み

企業の森｡労働組合の森
企業･労働組合 市町村

森林所有者森林所有者

へ》

》I環境保全活動｜
森林整備ボランティア

且
管理委託

森林組合
|企業関係者との交流｝
|宿泊施設の利用増加Ｉ

雇用の創出
地域の活性化

『森林保全を通じて世界遺産を守
る企業｣というイメージ戦略

森林の地域開放による地域への
貢献(地域のビオトープ）

ｰ

廐 悪 ）
ア ー P R 戦 略 一

森林組合への管理委託や､宿泊
施設等の利用による雇用創出

．社会貢献一

|企業の森の活用方法ｌ 社会問題について教育
(都市と地方について〉
社会問題につい
(都市と地方に．

二酸化炭素吸収フィールド
(環境会計への算入も含む）

吸収フィールド
‘の算入も含む）

|鶏漣蛎鍾職幾＄］
- 環 境 教 育 一

水寅源の保全効果
(きれいな水を守る）

の保全効果
Iな水を守る）

環境教環境貢献

|搬識織嶬"塗罐］
- 福 利 厚 生 一

-７２-



第 ２ 山 村 編

山村過疎地域図

Ｉ山村・過疎地域

ｰ

山村・過疎地域

人口動態

山村の年齢別人口の動き

「紀州・山の日」

１

２

３

４

…



、

へ

へ
ｰ



和歌山県振興山村･過疎･特定農山村地域図
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山村地域一覧表
柵定
■号

２期
凶定年

３期
麺定年

牢01‘璽
理定年８

五期
選定年楯定年度 市町村 旧 市 町 肴

寓泡町．明神衿．三角
１９i村も七jOI獄･小jlI材

１ 1〒

串
-
０

(41.コ３１）
ｰ

標ＺｒI’ ＝
｡ ー

(41,12.20）

１
(4Ｚ唯15）

訂 了 画
１８２

３

１

４

１
３４１

砺旨勝鳩町
串 亟 赤

紬
4 Ｆ

- 5 ̅ _

426 4８ “

過疎地域一覧表
公 示 年 度 市 町 村 名

美里町、寓野町、花園村、金風町、渭水町、中津村、美山村・
平成12年度猟神村、中辺路町、大塔村、日置川町、すさみ町、串本町、・

座町、古座川町、熊野川町、本宮町、北山村
平成14年度九度山町

計 １ ９ 町 村

参 考
特定農山村地域は、和歌山市、海南市、岩出町、日高町、美浜
町、太地町を除く44市町村
御坊市(旧名田村)、白浜町(旧北禽田村、旧東宮田村)は一部指定

４４
(44.12‘27）

■ﾛﾘ川町

》犀
611 6０ ６６ 』

Ｆ匡匡-Ｅ--１Ｆ一ＦＨ一一一一一一一“伽耶一
一一

’
美里町、高野町、花園村、金厘町、渭水町、中津村、美山村、
鉦神村、中辺路町、大塔村、日置川町、すさみ町、串本町、古
座町、古座川町、熊野川町、本宮町、北山村
九度山町

１９町村

平成12年度
』

１４２
５
２

４

１５４ｔ 唖》← ’
4

篭
詞Ｚ

ＤＪ

珂壷４６(47.2.23）
高巴徹
輯 翼 ． 5コ

阜匡荷．丹生暦 ？

なお．胤内の山村地域Ｉ掴3市町村70地壌で．網本市の牽野．かつらぎ町の鱈鐸と天
野、九度山町の珂榎．広j１１町の津木が皇加される．

-７３-



Ｉ山村。過疎地域
１山村・過疎地域

ポイント
『振興山村地域」は、昭和40年に制定された山村振興法に基づく山村の要件を備えた

地域（旧市町村）をもつ県下33市町村70地域のうち近畿圏整備法で指定された4市町5地
域を除き、２９市町村65地域が指定されている。県総面積の約63％を占めるが、県の総人
口に対する比率は6.4％である。一方、「過疎地域」は、人口の著しい減少に伴って地域社会における活力が低下し、
生産機能及び生活環境の整備等が他の地域に比較して低位にある地域で、県内の過疎地
域は過疎地域自立促進特別措置法に基づき19町村が公示されている。県総面積の約58％
を占め、県の総人口に占める比率は8.4％である。

和歌山県の過疎町村及び振興山村の概要

(旧町村数） 総面積
(ha)

林野面積
(ha)

総人口
（人） 備考区 分 市町村数 （》過 疎 町 村 1９ 274.438 249.718 89,596

(65）
２９振興山村地域 295,654 271,657 68,577

全 県 50 472,504 362,824 1,069,912

哩塗一≦県 58.1％ 68.8％ 8.4％

濯幽筌廩 62.6％ ７４９％ 6.4％
(注)平成12年国勢調査、2000年農林業センサス、定住促進課資料

過疎町村の要件
（１）人口要件（以下のいずれかに該当すること）

①昭和40年～平成12年までの35年間の人口減少率が30％以上であること。
②昭和40年～平成12年までの35年間の人口減少率が25％以上で、かつ
平 成 1 2 年 の 高 齢 者 比 奉 ( 6 5 歳 以 上 ) が 2 4 ％ 以 上 。 ｰ

③昭和40年～平成12年までの35年間の人口減少率が25％以上で、かつ
平成12年の若年者比塞(15歳以上30歳未満)が15％以下であること。
＊ただし、①②③の場合、昭和50年～平成12年の25年間で10％以上人口増加している
団体は除く。

④昭和50年～平成12年までの25年間の人口減少率が19％以上であること。

(2)財政力要件
平成10年度から平成12年度の3ケ年平均の財政力指数が0.42以下であり、
かつ、公営競技収益が13億円以下であること。

(3)町村単位

山村の要件
・林野率75％以上かつ人口密度1.16人/ha未満
・交通、通信、産業基盤、生活環境に関する施設等の整備が不十分であること
・旧町村単位

-７４-



２人口動態

ポイント
人口の動向をみると、我国における昭和30年代からの高度経済成長に伴う大都市圏へ

の人口集中の影響を受け、本県においても人口増加率は極めて低い水準にあったが、昭
和60年をピークとして近年は漸減傾向にある。
このような中にあって、本県の振興山村。過疎地域では昭和35年から昭和45年の10年

間に急激な人口減少がみられ、その後人口減少は鈍化傾向にあるものの依然として今な
お若年層を中心に人口減少が続き、かつての人口の約50%となっている。

過疎町村及び振興山村と全県の人口

実 数 (人）
地 域 別

昭和35年 4０ 4５ 5０ 5５ 平成2年 平成12年6０ 平成7年

全 県 1,002.191 1,026,975 1,042,736 1,072,118 1,087,012 1,087,206 1,074,325 1,080,435 1,069,912
ｰ

過疎町村 164,532 144,631 125,808 118,461 111,951 105,615 99,516 89,59694,793

振興山村 97,019132,401 1１３，１３６ ８９,０６８ 83,299 78,942 73,698 71,593 68,577

減増 率 (％）
地 域 別

35～40年 40～4５ 45～5０ 50～5５ 55～6０ 60～H２ H2～H７ H7～H1２ S35～H1２

全 県 2.5 1.5 2.8 1.4 0.0 △１．２ 0.６ 6.84 1 . 0

過疎町村 △１２．１ △１３．０ △５．８ △５．５ △５．７ △５．８ △４．７ △５．５ △４５．５

振興山村 △１４．６ △１４．２ △８．２ △５．２△６．５ △６．６ △２．９ △４８．２△４．２

ｰ （注)△は減少を示す

資料：平成12年国勢調査、山村カード及び定住促進課資料推計
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３山村の年齢別人口の動き

ポイント
山村地域の年齢構成の推移をみると、１５歳未満の年少人口率が昭和35年に30％台で

あったものが、現在では10％台と大きく減少している。
反面、６５歳以上の高齢化率については30％を超える地域もあり、急激に高齢化が進行

している。

山村地域の年齢構成の推移
132.401

１１３，１３６
℃、97,019

(人）哩痩里製至裟理9871,59368,577 一 、

-

１００％

90%

偲副6》偲副6》
80％

’一一人口｜70％

ｂ ｐ Ｉ ■ １ １ - 嘩露悔密輔

才
一
一
一
１

５
５
０
５
-

６

４

３

１

０

回

ロ

ロ

ロ

ロ

６０％
剛

睡 馴睡 馴構
成
比

50％

ｰ
40%

値0剛値0剛
30%

9繭
▼ 一 - J
9繭
▼ 一 - J

0％

１０％
《１厘5リ《１厘5リ

0 % ヒ ー - - - １ - - - ー 痢 Ｌ -３５年４０年４５年５０年５５年６０年H２年H7年H1２

資料；山村カード及び定住促進課資料推計
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４「紀州・山の日」

ポイント
和歌山県では11月7日を「紀州・山の日」と定め、県民のみなさまに森林の恵みやそ

れを支えてきた山村に対する理解と関心を深めていただくため、さまざまな取り組みを
行っている。

〔趣旨〕

和歌山県は昔から「木の国」といわれるように、広大な森林に覆われ、渓谷・清流・温
泉など豊かな自然資源に恵まれている。
このような森林・山村は、水資源のかん養をはじめ、国土保全や環境保全、保健休養の

場の提供などさまざまな公益的機能を発揮しており、こうした役割に対する国民の関心も
高まってきている。

しかしながら、今日まで山を守り、育て、支えてきた山村地域では、過疎化や高齢化が
進行し、地域の活力が低下するとともに林業の不振や担い手不足等から森林・農地等の適
正な維持管理が困難になりつつある。今後もこのような状態が続けば、さらに山村集落が
衰退し、山の荒廃を招きかねない。

こうしたことから、県民の皆様に改めて森林の恵みとそれを支えてきた山村に対する理
解と関心を深めていただき、感謝の心を育むとともに、人と山が共生する豊かな森林・山
村づくりに向けての普及・啓発を行うため、１１月7日を「紀州・山の日」と定めている。

ｰ

〔11月7日を「紀州・山の日」とした理由〕

古来から、紀州の山村では旧暦11月7日に山の神をまつり、山の恵みに感謝し、山仕事の
無事と山の繁栄を祈願する「山祭り」が受け継がれている。

「紀州・山の日」の制定の趣旨を広く県民全体に理解していただくため、１１月７日を選定
した。

〔事業等の実施〕

「紀州・山の日」の趣旨を普及・啓発するため、次のような事業を実施している。ｰ

(1)ポスター・パンフレット・県民の友
による広報

(2)記念事業の実施・普及啓発イベントの開催
・作品コンクールの実施
・山村公営宿泊施設への無料招待募集 ''』鴎

(3)市町村等関連イベントの実施 IF塾！，

函 - - - - - -

-７７-



〔普及啓発イペント実綴〕

平成１５年度

①海草･那賀ブロック
『草木染め教室』(県産品フェア参画）
実施日平成１５年１１月２日（日）～３日(祝）
場所和歌山マリーナシティ
内容草木染め教室(100人）

山村宿泊施設無料招待応募受付
「紀州･山の日｣啓発用パンフレット及び啓発用グッズ配布

②日高ブロック
『木工教室･ウッドバーニング』(中津ふるさとまつり参画）
実施日平成１５年１１月２３日（日）
場所日高川ふれあいドーム(屋外）
内容木工教室･ウッドバーニング(30人）

「紀州･山の日｣啓発用グッズ配布

『備長炭窯出し体験温泉ツアー』(中津村主催）
実施日平成１５年１１月２３日（日）
場所中津村製炭研修所他
内容窯出し体験(１１人)､温泉入浴

「紀州･山の日｣啓発用グッズ配布

《 -

『木エ教室』(第１９回美山村産業まつり参画）
実施日平成１５年１１月１６日（日）
場所山村広場グラウンド
内容木工教室(2 0人）

「紀州･山の日｣PR活動

『木工教室･ウッドバーニング』(第３回翔龍祭参画）
実施日平成１５年１１月２２日(土)～２３日（日）
場 所 龍 神 ド ー ム
内容木工教室･ウッドバーニング(100人）

「紀州･山の日｣啓発用グッズ配布
、=ノ

-７８-



Ⅱ山村地域の産業

１産業別就業人口

２山村地域の森林及び林家数等

３山村地域の農家数及び耕地面積等

４ふるさと産品一覧表

５工業の状況

６山村観光客の推移及び宿泊施設数

７生活環境（道路現況）

ｰ

-



（←

己



Ⅱ山村地域の産業
１産業別就業人口

ポイント
・山村・過疎地域は、急峻な森林で覆われ平坦地力鯉めて少なく、一般的に生産基盤
の整備が困難である。

・山村・過疎地域の就業人口は、県就業人口の約7％である。
・山村・過疎地域における第一次産業就業人口の割合は、昭和40年60％であったのに
対し、平成12年には25％に満たなくなった。

ロ第一次産業ロ第二次産業ロ第三次産業
( 山 村 ）

ａ

l i : G " |156T6%40年 １６魁％ 2鞘1％
Ｉ

Ｉ…４５年
(49,254人）

５０年
(41,442人）

５５年
(40,669人）

６０年
(37,984人）

H２年
(34,893人）
(35,68W

H１２年
(37,010人）

2016% 3盤3％
ｰ

卯凶醗 23M％ 35期％

圏磯厨 2塾9％ 40脚％

甑M踊 2雛3％ ４１ij2%

… 2516％ 46削恥

… ’ ’25罪 46Y6%

… 2ﾖ割％ ５趣6％５趣6％
〆 〆

|回第一次産業ロ第二次産業ロ第三茨産棄１
( 全 県 ）

○ ■ 早 巳 e 尺〆ロ

Ｉ

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｉ

… ’ ’3010％４０年
(481,181人）

４５年
(551,565人）

５０年
(487,213人）

５５年(598,76縦
(495,739人）

H２年
(501,431人）

H7年
(518,212人）

H１2年
(495,294人）
（注)5５．５６

4310％ ’
ｰ 鯉 鰯 311W2% 4616％

1 Z " 3019％ 51塁％

1峨協 29剛６ 5鯉2％

１1団弼 28圏％ 561郷

1 “ l１29削％ 5812％

11鯛 I28噂％ 5919％

胸鰯’ l１“ 2 6 鍬 62÷7％62÷7％
〆 亥

５６．２年の全県の就業人口は職種不明分を含まない
平成12年国勢調査、山村カード及び定住促進課資料推計
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２山村地域の森林及び林家数等

ポイント
・山村地域の森林面積は271,657haで、全県の森林面積の74.9%と大部分を占める。
・保有山林規模別林家数は山村地域では1-3haの保有規模が最も多いが、構成比は全
県に比べて低い。

山村林業の地位

地域別 山村地区(A ) 全 県 ( ８ ) (A)/(B)%種別
林 野 面 積 ( h a ) 271,657 362.824 74.9

林 家 戸 数 （ 戸 ） 5,129 1４，０１６ 36.6

（）資料:2000年農林業センサス

保有山林規模別林家数

林 家 数
●

山村地域(戸） 構成比(％）構成比(％） 全 県 ( 戸 ）

１～３ha未満 2,285 44.6 54.17,586 30.1

３～５ha未満 925 1６．５1８．０ 2,318 39.9

５～１０ha未満 937 1８．３ 2,042 1４．６ 45.9

１０～２０ha未満 570 8.11１．１ 1，１３６ 50.2
ｰ

２０～３０ha未満 174 3.4 350 ２５ 49.7

３0～５0ha未満 124 2.12.4 290 4２８

５０～100ha未満 6６ 1．２1.3 1６３ 40.5

1 0 0 h a 以上 4８ ０.９ ０.９1３１ 36.6

計 5,129 1０００ 36.6100.0 1４，０１６

資料：2000年農林業センサス
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３山村地域の農家数及び耕地面積等

農業就業人口 上段：性別内構成比
下段：合計構成比

ｰ

販売農家(経営耕地面積30a以上又は農産物販売金額50万円以上)のみの数値

農 家 戸 数

注）

１-／

資料:2000年農林業センサス
注）販売農家(経営耕地面積30a以上又は農産物販売金額50万円以上)のみの数値

耕 地 面 積

-８１-

区分 合計
男

計 15～29才 30～59才 60才以上

女

計 15～29才 30～59才 60才以上

山村地域
実 数

構成比

7,492

100.0

3,306

(100.0)
44.1

215
(6.5）
２９

597
(18.1）

8,0

2,494
(75.4）
33.3

4,186
(100.0）

55.9

154
(3.7）
２１

1,329
(31.7）
17.7

2,703
(64.6）
36.1

その他の
地域

実 数

構成比

50,789

100.0

22,734
(100.0）

44.8

2,248
(9.9）
4.4

6,676
(29.4）
1３．１

1３,８１０
(60.7）
27.2

28,055
(100.0）

55.2

1,338
(4.8）
2.6

12,248
(43.7）
24.1

14,469
(51.6）
28.5

県計
実 数

構成比

58,281

100.0

26,040
(100.0)

44.7

2,463
(9.5）
4.2

7,273
(27.9）
1２．５

1６,３０４
(62.6）
28.0

32,241
(100.0）

55.3

1,492

(4.6）
2.6

13,577
(42.1）
23.3

17,172
(53.3）
29.5

山 村 地 域
県 合 計 1２．９ 1２．７ 8.7 8.2 1５．３ 1３.０ 1０．３ 9.8 1５．７

区 分 販 売 農 家 数 専 業 １ 兼 ２ 兼

山 村 地 域
実 数
構成比

4,511
100.0

1，３８６
30.7

699

15.5
2,426
53.8

そ の 他 の
地 域

実 数
構成比

24,170

100.0

7,263

30.0

5,392

22.3
11,515
47.6

県 合 計
実 数
構成比

28,681
100.0

8,649

30.2
6,091
2１-２

13,941
48.6

山村地域／県合計 1５．７ 1６．０ 1１．５ 1７．４

区 分 計 田 畑 樹 木 園

山 村 地 域
実 数
構成比

4,906

100.0

2，１３７

43.6

549

11.2
2,220
45.3

そ の 他 の
地 域

実 数
構成比

31,554
100.0

9,763

30.9
1，６１１
5.1

20,180
64.0

県 合 計
実 数
構成比

36,460
100.0

1１，９００
32.6

2,160
5.9

22,400
61.4



４ふるさと産品一覧表 平成16年３月現在

《》

I - /

-８２-

地域名 中核産品 その他産品

野 上 町 野上田舎コンニャク よもぎもち 味噌製品 椋棚製品 果樹

美 里 町 柿 山椒 自然薯 梅
桃 山 町 緑化木 スモモ 梅 アマゴ

粉 河 町 柿 高冷地野菜 ナンテン コンニャク 栗
橋 本 市 柿 水稲 キノコ 花卉 梅
かつらぎ町 串柿 高原野菜 キノコ 花卉 木材･木製品等
九 度 山 町 柿 桃 花木 炭 鮎
高 野 町 高野マキ ﾐョウガ 高冷地野菜 葉ﾀバコ 花卉
花 園 村 キノコ 花木 ワサビ 高原野菜 加工山菜
広 川 町 花木 潟州ﾐカン シシトウ 黒竹 花卉
金 屋 町 花卉 果樹 椎茸 野菜 山菜
清 水 町 農産物加工品 山椒 高冷地野菜 花卉 林産加工品
川 辺 町 花卉 野菜 備長炭 花木 果樹

中 津 村 備長炭 梅 ホロホロ鳥 花卉 八朔柑

美 山 村 椎茸 花木 梅
龍 神 村 梅 花木
印 南 町 千両 ワサビ 花卉 梅
南部川； オ 木炭 梅 柑橘類 豆類 キャペツ
田 辺 市 備長炭 ミカン 梅 花卉 スモモ

白 浜 町 梅 花卉 味噌 レタス 豆

上 富 田 町 梅 ﾐカン スモモ 味噌 花卉
中 辺 路 町 木材 花木 椎茸 木炭 梅
大 塔 村 木炭 梅 シシトウ シメジ 地鶏
日 置 川 町 梅 野菜 備長炭 川添茶 花卉

す さ み 町 梅 ｲノブタ 木炭 花卉 ﾚ ﾀ ｽ

串 本 町 花木 花卉 農林産物加工品 水産物加工品 果樹
新 宮 市 天台烏薬 高菜演け イチゴ 栗 熊野牛
那智勝浦町 茶 イチゴ 農林産物加工品
古 座 町 果樹 花卉 林産加工品 花木 水産加エ品
古 座 川 町 ユズ 野菜 椎茸 花木 千両
熊 野 川 町 黒潮イチゴ ユズ 農林産物加工品 花木 紀州地鶏
本 宮 町 茶 野菜加工 木炭 小径木加工 熊野牛及び乳製品
北 山 村 ジャバラ



５工業の状況 (単位：人・％）

…

(注）工業統計調査結果報告書(H13)及び定住促進課資料推計による

､琴ノ

一 鎚 一

区 分
振興山村地域

実 数 樹成比

その他の地域

実 数 栂成比

県 合 計

実 数 栂成比

山村地域

県合計

木材・木工
事業所数

従業者数

4８

241

1７．８

8.6

411

4,439

1５．９

8.1

459

4,680

1６．１

8.2

1０.５

5.1

縫製・繊維
事業所数

従業者数

7４

452

27.5

1６．１

575

8,964

22.3

1６．４

649

9,416

22.8

16.4

1１．４

4.8

食 料 品
事業所数

従業者数

5７

509

2１．２

1８．１

472

9,007

18.3

16.5

529

9,516

18.6

16.6

10.8

5.3

機械・金属
事業所数

従業者数

2９

386

10.8

1３．８

494

1７，６９６

19.2

3２４

523

18,082

18.4

31.5

5.5

2.1

そ の 他
事業所数

従業者数

6１

1,218

22.7

43.4

626

1４，５０６

24.3

26.6

687

15,724

24.1

27.4

8.9

7.7

計
事業所数

従業者数

269

2,806

100.0

100.0

2,578

54,612

100.0

100.0

2,847

57,418

100.0

100.0

9.4

4.9



６山村観光客の推移及び宿泊施設数

ポイント
・近年､「癒し｣の源郷として山村地域への入込客は増加傾向にある。
、山村地域の公営宿泊施設の割合は20.8％で、その他の地域に比べて高くなっている。

県内観光客の推移 比較増減率
(H14/H2)
＋12.0％

観光客数
万人 - ← 山 村 地 域 企 そ の 他 の 地 域 → - 県 合 計

3.500

3,000
２

2,500
０q

ロ

， ＋7.3％
2,000

１

（）1,500
- - - 戦一 ‘ ･ 輩． ‘ ･ - 傘

1 , 3 1 6 1 . 3 4 01,251 ０

I ! IＩ $＃
&

ﾑー ･･､蝋̅．、幾--.-△．１ , 3 3 0 1 , 2 8 5 1 , 2 6 5１．２８５
１ ３ ０ ０
l i ! Q
８ ００ ８

1,０００
１

＋18.6％500
H２ H６ H８ H10 H1２ H1３ 1■

l■

年 度

宿泊施設数
(単位：戸・人・％）

計 Ｉ 一 般 旅 館
数 ｜ 収 容 人 員 ’ 数 ｜ 収 容 人 員

公営宿泊施設
数｜収容人員

民一数
宿

一

収容人員
区分

山
村
地
域

実
数
一
構
成
比
一
実
数
一
構
成
比
一
実
数
一
柵
成
比

ロ ロ ロ

645 57,103 270 33,790 134 1６，４８８ 241 6,825

100.0 100.0 41.9 59.2 20.8 28.9 37４ 1２０
ｰ

地

域

そ
の
他
の

379 22,853 1８７ 1１，２４６ 4３ 8,564 149 3,043

100.0 100.0 49.3 49.2 1１．３ 37.5 39.3 1３．３

県
合
計

1,024 79,956 457 45.036 1７７ 25,052 390 9,868

1００．０ 100.0 44.6 56.3 1７．３ 31.3 38.1 1２．３

山村地域
県 合 計 63.0 71.4 59.1 750 75.7 65.8 6１．８ 6９２

資料＃観光客動態調査(H14)及び定住促進課資料推計による

-８４-



山村市町村等の観光客数の推移

単位：人

-

､ …

-８５-

H２ H６ H８ H1０ H1２ H1３ H1４
美里町 56,944 183,742 250,857 179,716 285,000 298,833 310,866
高野町 1,236 996 1,418 1５２ 1,280 232 1，１１５ 1５0 1,138 915 1,171 531 1,133 386
花園村 6８ 873 8７ 1７６ 1０２ 477 6４ 423 6３ 708 6２ 925 6２ 464
金屋町 264 574 369 904 ４５２ 1２８ 343 698 292 977 289 400 355 677
清水町 239 050 3４１ 250 ３７１ 1７３ 362 374 275 353 255 204 274 946
中津村 6６ 435 8８ 518 1３３ 592 279 697 296 975 302 660 304 834
美山村 7７ 900 1２９ 900 1７４ 700 1５３ 066 1７６ 981 1５３ 812 1４８ ８１９
龍神村 655 590 752 1２３ 757 889 706 027 687 370 700 738 636 917
中辺路町 1９３ ７１３ 299 946 ３１１ 933 328 1９４ 328 802 310 1１４ 309 333
大塔村 6６ 941 7４ 077 1２３ 360 1２９ 535 1６６ 432 1６７ 942 1５６ 726
日置川町 6７ ８１１ 1０４ 743 1１７ 1３３ 1１８ 704 1２７ 0３１ 1２８ 235 1３０ 853
すさみ町 349 298 355 1０３ ３６９ 356 330 985 320 558 318 1８５ 279 476
串本町 1,201 858 1,356 1９８ 1,456 10９ 1,282 506 1,347 074 1,320 593 1,278 724
古座町 5０ 283 4１ 030 4２ ５１５ 2８ 737 3５ 450 4７ 292 5２ 262
古座川町 3０ 541 6１ 375 7３ 044 9２ 456 9５ 998 9０ 793 9１ 224
熊野川町 273 487 264 915 353 735 316 337 298 832 278 977 275 868
本宮町 ４１０ 1１０ 494 215 528 509 528 537 6０１ 585 593 891 593 054
北山村 1９ 695 2９ 1２１ 7１ 500 7７ 533 9４ 900 9６ 032 9３ 295
九度山町 1６ 425 1５ 870 ７335 ９300 1３４ 291 1３０ 970 1１８ 770
過疎計(19） 5,346 524 6,467 358 6,977 577 6,446 975 6,768 232 6,718 1２７ 6,607 494
田辺市 985 500９９６ 1７４ 742 632 718 968 864 325 875 785 917 711
新宮市 1,297 9221,060 1００ 1,054 1２３ 1,052 791 1,028 556 1,012 808 1,022 950
野上町 1６６ 989 Ｉ 1８９ 1５０ ２１４ 686 2０１ 1７３ 282 908 372 693 421 389
粉河町 949 600 1,034 040 1,025 690 1,108 1８０ 1，１１２ 360 1,097 505 1,057 246
桃山町 1５７ 874 216 549 1９５ 529 222 687 259 922 259 282 256 000
川辺町 333 850 442 006 461 436 432 500 460 240 483 402 388 897
南部川村 4９ 665 6０ 440 1２２ ０１２ 1３３ 210 1５８ 9４１ 1６６ 883 1６３ 825
印南町 674 1００ 637 379 680 431 665 372 749 587 729 512 643 733
白浜町 3,501 363 3,262 1８１ 3,610 952 3,484 929 3,320 375 3,288 217 3,259 ０６４
上富田町 1６６ 256 219 338 225 942 1９６ 213 233 1２４ 254 082 261 462
那智勝浦町 2,011 298 2,112 965 2,211 ３１３ 1,970 851 2,013 935 1,840 750 1,781 276
山振計(29） 15,640 941 16,697 680 17,522 323 16,633 849 17,252 505 17,099 046 1６，７８１ ０４７
その他の地域 11,301 857 13,299 500 12,849 407 12,647 584 12,508 548 1３，１６１ 228 13,401 260

県合計 26,942,798 29,997,180 30,371,730 29,281,433 29,761,053 30,260,274 30,182,307



７生活環境（道路現況） (単位:km･%)

一ゞ）

壁ノ
（）は、それぞれ改良率及び舗装率である
資料：定住促進課資料推計及び道路統計年報(H15)による

-８６-

区 分
振 興 山 村 地 域

実 数 構 成 比

県 全 体

実 数 構 成 比

国

改 良

舗

道
■■■■■■

済

装 済

538

377

522

1０．６

(70.1）

(97.0)

950

695

745

7.5

(73.2）

(78.4）

主 要 地 方 道

改 良 済

舗 装 済

597

356

550

11.8

(59.6）

(92.1）

921

447

560

7.2

(48.5）

(60.8)
一 般 県 道

改 良 済

舗 装 済

609

280

561

1２．０

(46.0）

(92.1）

948

276

444

7.4

(29.1）

(46.8）

市 町 村 道

改 良 済

舗 装 済

3,329

1,089

2,280

65.6

(32.7）

(68.5）

9,916

3,753

4,687

77.9

(37.8）

(47.3）

計

改 良 済

舗 装 済

5,073

2，１０２

3,913

100.0

(41.4）

(77.1）

12,735

5，１７１

6,436

100.0

(40.6）

(50.5)



資 料

和歌山県の諸指標

森林資源現況表

樹種別面積

森林資源構成表（全県）５条森林

林業生産及び生産額の推移

保安林面積総括表

保安林種毎面積一覧表

民有林林道延長一覧表

林業就業者数の推移

林業地域の指定市町村一覧表

山村地域（振興山村）現況一覧表

林務関係行政組織図

和歌山県林業関係団体一覧表
各市町村のシンボル、県のシンボル
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1．和歌山県の諸指標

ｰ

唾 ′

(注2）平成14年３月31日現在、林野庁「森林資源現況」
※各資料毎の鯛査時点における指標

-８７-

区 分 和歌山県
Ａ

全 国
Ｂ

対全国比
(A/B×100) 本県の順位

二地面積
1遡賂者国土地理院「都道府県別面稲調」 (注1） ） 千ha 473 37,794 1.3 3０

面積
〒｢森林資源現況｣(注2)） 千ha 364 2５，１２１ 1.4 2５
卜率
;庁｢森林貴源現況｣） ％ 7７ 6６ Ｉ■■■■■■ ６

人工林率
(林野庁『森林賀源現況｣） ％ 6１ 4１ 一 ８
人工林面菰
(林野庁｢森林賀源現況』） 千ha 221 1０,３６１ 2.1 1７
民有林人工林面積
(林野庁｢森林賀源現況｣） 千ha 210 7,949 2.6 1５

民有林人工林蓄積
(林野庁『森林資源現況｣） 千ｍ３ 68,335 1,969,804 3.5 ９

単位面積当り人工林蓄積(総計）
(林野庁｢森林賀源現況｣） m3/ha 323 248 ５

民有林人工林蓄積(スギ）
(林野庁『森林資源現況｣） 千ｍ３ 33,833 1．１８７，４１９ 2.8 1５
民有林人工林蓄積(ヒノキ）
(林野庁｢森林資源現況｣） 千ｍ３ 33,624 421,189 8.0 １
白炭生産量
(H13特用林産物需給表）

ｔ 1,632 4,033 40.5 １
さんしよう生産量
(H13特用林産物需給表）

ｔ 119.7 273.3 43.8 １

木 酢 液 生 産 量 ，
(H13特用林産物需給表） 鮠 271,480 5,889,602 4.6 ４

乾しいたけ生産量
(H13特用林産物需給表） ｔ 15.0 4,449.4 0.3 2７
生しいたけ生産量
(H13特用林産物需給表）

ｔ 1,267.6 64,492.5 2.0 1８

ﾎ道密度（民有林）
H13年４月１日現在） m/ha 4.1 4.9 ■ ■ ■ ■ ■ 3９

体内公道密度
IH13年４月１日現在）

m/ha 11.1 10.0 ｑ■■■■ 1７
素材生産謡
(H13年木材需給報告書） 千ｍ３ 189 1６，０９２ 1．２ 2３

素材需要量
(H13年木材需給報告書） 千ｍ３ 565 30,902 1.8 2０

卜材輸入率（製材用素材）
H13年木材需給報告害） ％ 64.6 51.2 ー 1４

ﾎ家数
農林水産省『2000年世界農林業センサス｣） 戸 14,016 1,018,752 1.4 3４
林家当たり保有森林面積
農林水産省｢2000年世界農林業センサス｣）

ha/戸 8．７７ 5．６１ 156.3 ２

休業従事世帯員数
農林水産省｢2000年世界農林菜センサス』） 人 2,297 223,406 1.0 3６

木業専業労働者数(年間150日以上従事）
2000年世界農林案センサス） 人 133 9,294 1.4 2６

生産林業所得
(平成13年生産林業所得統計報告書） 百万円 5,480 290,820 1.9 2０



２．森林資源現況表
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野
率
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区域
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《ロ 計菰
う

材
伽

材積
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面積
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面積
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材
く

面積
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型》坐埜幽哩軸

67.4
-

93.5
4,362-

19.823
０ 4,362

18‘350
19.743

858.112

》｜鋤一畢坐畢岬
1,473 5.552.088 ０ｰ ▽ ｰ ｰ - ９ ｰ ｰ 菅

6,562,470西
牟
婁

96.2
-

64.8 岬一準“一哩郡
０

３，６６９
１２００４坐迦》岬 ０

０
-
０

88.1
92‘7
80.4

１ １９鰹
1５，０９９
7,218 ０

計州一望坐郵一御一一率 岬一吋一坐０’０
88.045125二232.871 恥一打-０-０-０畑-０癖緬誌》評蔀燕

6.601
-

16,103
５‘703
15‘853

３２５
3,750
27,817
15.749

壁鎚唖東
牟
婁

3.750
28.243

687,107
-

6.829‘628４２６
-

９７９
53.896
102.795 3.893,810

20jp6
4,821

4,283.462
-

1.136.990
580,367
-

47.917
15,414
4.170

3.703,095
-

1,089.073 ０１｜如一卸7鶚器卜器鶚
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平成16年４月１日現在
有 杯

林 計 画 対 象 森 林
玩 一 扁 芙 ̅ 蕊 ̅ 蒜

人 口森一工“言外森林 計 その他
面稜
(ha)

狸檸％ 平成12年
国勢調査| 繭 ’積抽

材
く

材積
(m3)

材積
(m3)

材積
(m3)

面積
(ha)

面積
(ha)

面積
(ha)

85,268,872
86.741’315
88.036,147
89.030.608
90．358.138

978‘839
489.091
145,005

209,969
-

210,054
209,771
209.573
209.481

73,988
73.988
７３‘988
７３‘988

451,609
■■■■■■■■■■■

1,487

344,316
344,388
344.380
344335
344.319
Ⅱ■■■■■■■■■■■

５.808

66,002,365
-

67.273.302
68.363.294
69.220.089
70.364.174
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

１１８．５７１

129,578
-

129.569
129,839
129.858
129.945

器謡引
無

4,770
4.766
-

4.769
4.904
4.893
,■■■■■■■

１９６

亜麺邇邇麺 1.069.912

杣一沌一加一睡一錘 5,202
1.913

860,268
263.772

7.1
26.6
６．５

386,551
４５‘507
１４‘866
8.317
4.０７０

６２１
3,539
３６１

2』且1§
1,087

225.319
19.686

336.245
1,947.708

,9１３
-

９５０
1５２
-

６７
Ｉ

125.319
155.477
187.622

1.147
1.379

2.402
-

7.233
491.722-

2.135,330 、一睡一唾岫
44.9
-

75.1０｜墾栩 19.34414.239.98717.73612.647.5291110.59111,592,458
２,1701538 ,57818341322 ,54211 ,2881216 ,036

40.01459.311
２９１７０
4,379
1,104
2,553

538.578 ８３４》坐鋼一望卸 38.4
59.3
62.0 坐壁》｜型郵

1,252,141
330,502
722.965

2,599
685

1.367

300,042
70.721
200,019

1,961-

４５１
㈹一釦

二522.946 1.1479９１

鋸
諏一鋤一畑一岬一坪一恥班一型和一珂一和一認一四一繩一理一岬一廼一函一函

怨一岬一函一錘郡
69.872

222.794
3.136.852

１３
-

１４２
404

1,243
1２１

珂一坐》一聖卸岬
48.156

函 6.220 118,223
1,992J02
1.629.845

4.297
3,813
５0７

2,133
8.533

型墾
1.522

55.071
- 2 0 . 3 31

15.398
６,０７３
5,355
６１４

-

９３５ 224.633
-

922.030
３９６

一

1.1013,276
10.786 蛇一“L堅』

２５５
3,716,123
1.600.245

3,211,9画
1.536,606

2,209
５１０

8.071
■■■■■■■■■

24,882

3.8514,496
31.666
■■q■■■■■■■

63.043岬一吋一輌一梱一岬一恥一函》｜》｜搾一州

23.134
-

36,510
8.556.210

-

1３amO３５3
-

1.075
39.982
616.221
55.260

1,112.312
4534.611

-

6.359.461
10.567

響坐和 102,842
-

680876
650
616

６６０
-

７６１ ３-伽埜初一秘一僻
33.661

218 94.005
-

321,653
15,410

4.913
1.018

2,202

｜“
０ 8,361

-

14,694８０７

０｜岬一州一麺-０
8.３２９
16.072
31,752
1,622
６００

aaul
1,887

3.848 9.731
5,138睡一岬一師21.044 86.995

3６ 帽-６一四一魂
２．２
１３．２

28,034
8.802７９-

３７４
24.959
94.569

514
2.484 蒜溌

-

204.391
406.454
-

277.968
1２．５
１２８

7,148
7.625０-獅 242

1,942
5.529

73.577
556.863

1.613
3.329296 5,291

-

7,792
984.034 427.171

277.750
旭一調

36.7
-

71.0
6,904

職 1,628 . 0 5 4 1 2 "４ 2,538
2,165
4461
6.626

些０ __-１４，６４４
２２．７４３ 錘璽秘一ｍ“》》“》｜》｜》》

5,700 1,025,640
881,534
387,352
１１６．００７
541.330

-

4.450.360
-

5,948.291‘
689.102

1０７Ｌ 皿一池一報一岬一唖一錘郷一却一仰一輝一祁一芯一岬恥一種一岬一価

壁1且
3.125

ｰ ０ 3３２
-

６３7.009岬一》呼一坐》坐州一《
弱一鮨 ９１１

-

４．１７１ Ｍ｜把一和一一些畑一釦一蝿一ｍ一卵

１，１０５
7.685
73.358

-

105$1０９

8‘108
9.7693,495１５８

-

1,538
１２９２;336

40,732
-

61.777
31856
一

41,887
92,180
-

179列7５
4,754
2.504細塑Ⅵ１里

7.543 蝿岬一祁一鐸一坐坐》函
4.206 462.675 》｜坐》｜坐坐》4.903,466114.187０ 18,350
19,7433,669

４
6,562,470
-

986.744
5.621.248 5.479

-

８６３
０
｛
０ 皇坐》岬 ４，１５２

4,591
０

０
LQQ4
15.099

3,589,311
4.559,464

６２
-

１１４15,099
-

７２１８“｜》｜岬》坐榊坐
3.499 3.683 5０5,０37

4.638.930
201,013

1,054,882

弱一畑一卯
０

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

28.572 §鶚閂謡:： 30.214 138.01987,832
4,366 1,231

6.881聖０ 52塑旦 33,133
19.417
3,777
５.742
3.726

２
8.779
１１４

1,376
１６．１６８
9,647
10,910
2.947

2,634旦墾 ㈱’７ 55.4
ー

35.1
１５,853

３２５
3,750

40,082 204 27,306
311.638

０
375.469

-

4,843,885
2.299
10.945

1.7971

36.7
59.0
６１．３

0
-

87.855 坐》》岬一》》
27.389

-

０ 2.991.753 5,928
4,346

2,04315.749回』74913,893,810
3,703,095 _3,023.080

908.442
70.8
-

70.7
3,869
６３５

０-１５，４１４
４，１６９ 1.128

32,962
-

63,175

１５１
90,612
119b184

1,088,922

7諾:鶚器鶚 誇榿;瀞器涛卜競鶚

-８９-



＝

３樹種別面積
平成16年４月１日現在

天 然 林人 エ 林
針葉樹計

ha

広葉樹計

ha

その他
針葉樹

ha’その他
針葉樹

ha

その他
針葉樹

ha
広葉樹

ha
計スギ

ha
広葉樹

ha
計ヒノキ

ha
マツ

h a haha
1.１０１１21'B０Z9
一 一

０４,０１５
O_1,827
０ ９ ４ ７
１１1,115
７１‘3２０

- -

１８９i224
０１ ‘ 1 4 3
０１ ‘ 2 6 2
１４３２１
０ ８ ５ ４
０ ３ ２ １
０１，０９６
１４１生995
1０1 , 333
０１,３１０
０ ３ ０ ４
３ ９ ０ ６
８６1,295
０ ５ ０ ２

１００賦餌９

癖一脈一師
129.94511217#4941121.932８５３》｜畑一細一扣一岬一》｜融一翻一趣一唖一函一ね一蝿一御一蝿一郵一”一癖

難掛 5,202
1.913
９５０

１，５７２
-

７６５艸一雲恥一栖一唖
西的-０’６

０

０
255
２７

４９８
３

２１
7２相-３妬

、-７
１．１４７
1.379
10i591

10105
-

5.478５２
-

１‘349
１０

一

110 國謡Ｈ謡

盤鋤 璽旦８’１

４ 塑細一別一些鯛

Ｏ０Ｍ-０-０-０

1,288
1.7４０
-

399
1.147
404

1.243

975
恥 ＝ ””-６１ ｜坐卵

７５７ 327
-

854
賓惹而所一 ０｜聖卵一” 廻一伽一恥一脚一睡地

１４７
-

１‘211 淵倫謡
990
-

211
加-０-０

2.332
-

1,522
5,091
3.995》軸一州藝榊 唖一価一睡一

２９
１００
１７

９２
-

１９２
３９６ ４９９

一

2.311梱一郵邪一”一麺
923

1,3023,638
2,836
11,16７

７-鯛
8.533
-

3.851 班-８
６

０

８ 9,439
-

3,831
ー都 一

530
肝 延蔬-１-０-１-０-竺辿坐１ｌ０-２-１ｌ１ｌ３菰一辺２０２｜理而-１

坐一岬-３-叩一銅一切｜秘恥一麺一鏥沌一認一理一岬一》｜麺唖麺”》一“｜｜和一御一脚岬一恥一掘一趣一隅一秘一》

唖一一唖一卯 銅一一綱 6.038
-

20,425雷雨 1３１》一珈証一榊一湖一麺一睡一郵一岬一繩一墾皿一》一埜秘一恥一押一酬一姻一》｜》

州-２｜”｜細一鏥一岬一唖亜９-０一価一馴一晒一函一郷一望恥駒酬一岬一一岬一認一知一墾獅一”一埜函一班一唖祁一墾帥一繩亜錘榊唖一坐一》

０

０ 卸一郎一坪一”議有田 訓一帽
１７２

-

2.588
１０２

-

２，０８６ １’０両一帽一釦-０-０-０-２’０-２

把玩而輌元扇面３’１

3.848
-

1.908
4.554

一

13,849
3.682
1.802
9泊22
1,496
“ ５

２●465

計
一

御坊市
10.032
1,571

５１４
2.484
1.613

21.454
1１０
-

１４８
３９２

日

一

蝿一班４

０ 247 1.608

》一》｜祁一稗一癖
1壁2
5,536

3.329
2,217
5,523

3.329
2,217
5,523

3,463
3,442

８-舵 133
-

312
９‘014
16･648
3,826
180

3,544
4M｣587

唖５’１釦一挫亟一型郵一切一杷沌

5,764
3,120
９１１

吉面 ０
】
０
-
１

118
2.676

９１１
４．１７１ ４，１２３

-

３認001451
＝

481
m R M
41,887

ｰ§淵倒裟
田辺市 ０-打雨

4.754４，２９４
-

２．１９５
3.100 4.295

識騨認糾
2９
５８

2,504
4,187
5,479
８６３

４０１５２
４‘591

1.962 2.2242.224西

牟

婁

狸 §
5,373

１４，２０４
-

14,182
3.993

2９ 5８ 5,4025,402
２‘8402,006

-

5.573
０-糾０
油一州一１

-
５

791
-

4.022
791

-

4.022１

１

９

４
7,920

-

10,426８｜打両
4,550
-

3.644
4.5594.559

913.6443,683113｡521
243128.798130,2141158,155

２９
-

M17２ 5鶚棯:器3.661計

締藍離》
1,654
-

4.543 ３一価-０両

３
-
８
’
０

4･366
-

8.779
１８０
-

４３
２-型０-０-型側５-０

1,049
-

6.818
1.231
6,881
２０４

4,544
8833
１２０
岬亜畑一東

牟

婁

5４ 叩一脈一恥一軸一岬一蜘一袖一一価

墨
認
翻
鵲

畑一妙一岬一祁一唖一岬一榊一恥

926
8,991
4,254
6.461

2.299 1.376
16,416
9,962
１１‘０８３

-

２．９９６
郷一耐一恥10,945

5.9281０
１ 4,346

-

1.128
4,173

北山村 幽幽州 1.079

唖燕 32.962
63‘175

55.331 31,938
60,884113486

※小数点以下を四捨五入したため各計と内訳が一致しないことがある。
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平
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年
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小
数
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四
桧
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入
し
た
た
め
各
叶
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一
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い
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と
が
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６．保安林面積総括表（平成１６年３月３１日現在） <面積単位:ha)
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８．民有林林道延長一覧表
民 驚 磐漬 平成１５年４月１日
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麺》》睡函函唖睡唖唖函》函函

４’九一里-２-４８｜露

ｰ 西
⑤一⑤ 矧

嘉
迩
趙
計

紀 牟
型型型型両面

６-４’６弱-６’５

２９．１０９
-

４．６４１
-

15,996
-146.391
■■■■■■■■■

4.719
-

29.922

雲 難東 ）

｢紀南耐I264(41)｣761.8201120(27)1354.5281176.17E1-耳刃豆1-耳6万I5Z182.764113雨言

胴 ■f認 Ｌ釦β｜』亜|2847521墾旦’１９５ ﾛ■胴
岸 一 一 一

蔑閑１,4
240（31）（)丙ほ豆町村以上にまたがる路線数-実路線数４９３（39）

-９７-



９．林業就業者数の推移

、琴ノ

、…

’

-９８-

林業就業者数の推移(国勢調査結果）
S３ 一コ S４０ S４５ S５０ S５０ S６０ H２ H７ H１２

計 １３_： 6３ 6-882 5-９５６ 5０１４ 4077 ３0１９ ２３１２ ２０７８ 1-393

海

草

ﾛ識山市
§南市
下津町
野上町
良里町

計

7８
4１
７

6８
360
554

6２
1８
４

2７
1９３
304

5８
1０
２

2５
203
２９８

４１
５
１

1４
1５０
211

6２
６
１

1２
9３
1７４

5８
1０
０
８

5７
1３３

４３
1５
０
５

3４
9７

４２
５
０
２

20
6９

4０
３
０
６

1３
6２

那

賀

町
町
町
町

志川町
出町

計

5４
5０
３

4７
４

1３
1７１

９
2７
３

2８
１
１

6９

３
2８
１

3７
０
４

7３

４
2０
０
７
０
３

3４

２
９
０

３１
０
３

4５

1０
1５
０
８
１
２

3６

３
５
０
９
０
５

2２

６
1１
０
９
２
４

3２

８
1３
０
２
４
２
2９

伊

都

両 や 、
)､つらぎ町
訂野口町
L度山町
高野町
花園絹

計

1２６
1９２
4０
1６２
641
246

1,407

6３
7７
1４

1１５
404
1３３
806

5０
5３
1７
7０

２８７
1１５
592

4４
4８
８

6６
214
8７

４６７

5６
３１
1２
5９
1７１
7７

406

4６
３１
1４
3７
1２１
5０

299

2９
1６
10
４１
8５
3０

211

４３
1３
1２
2９
6９
1８

1８４

4２
８
８

2１
3０
1６

1２５
疵 計 2.132 1.179 963 712 625 468 330 285 ２１６

有

田

巾
町

11町
葡町
垂四J

k町
戸

４
2０
1６６
1８

238
1,297
1,743

４
８

4６
1３
9５

６３８
804

７
１

4９
２

５１
526
636

３
１

5２
１

5５
350
462

７
２

4７
３
1８

264
341

５
３

3２
１

2２
1７６
239

３
１

３１
１

1５
1３２
1８３

５
１

４６
１
８

1３０
1９１

５
２

2２
４
９

1０８
1５０

ｐ
Ｈ
言
向

印坊ヨ
鳥浜田
ﾖ高田

一
’
一由良田
一一■■、〃一Ｆ

|辺’
牙凸■ＦＵ『
I津

》
…
一 §山’【一心忠旧旧聖

タ

需
一

謡
》

旧
一
ｆ
｜

屈且秤Ｔ】
南蔀、
屈且秤ＴⅥ
南蔀、村

写
Ｆ
一南部町南部町
一
ｆ’燕燕 計

1２
５

1７
3８
1３６

・４２２
838

1,139
358
2５
1９９

3.189

1７
４
４
３

4５
1８６
４５３
488
1６９
1２
６１

1,442

1２
４
７
３

2４
1２２
395
４８２
1４５

８
3８

1,240

1５
３
３
０

２１
7３

327
460
10５
７

4５
1,059

2７
２
９
０

４１
8０

232
339
8６
９

4２
867

1７
５
５
４

4７
5３

1６０
269
8７
1１
3８
696

10
３
４
２

４１
Ｆ
ゆ
も １
1２ ５
2２ '１
４７
１０

〃
Ｊ
凸 '６
5』 ０

1２
３
1０
２

3０
6３
7５

212
４２
５
９

463

７
５
２
０

3４
4１
3８
7３
4１
1５
1５

271
紅

■

０

■

■

中 計 4-932 2.246 1.876 1-521 1.208 935 72 ３ 654 421

西

牟

婁

日辺市
ﾖ浜町
P辺路町
大塔村
上富田町
日置川町
すさみ町

608
3４

607
705
1５４
372
492
1６３

3,135

２７９
1６

402
４７９
6６

269
234
1５７

1.902

234
９

300
３４３
5６

1５４
２１７
9８

1.411

1７７
1２

298
237
5３
1６７
1７４
1０３

1,221

1４５
1９

1８４
247
５１
1０８
1４１
8８

983

1４２
２１
1１２
1７３
4６
６１
1２６
６１

742

ＦＬｑ １
10
7６

1４８
３１
6５
9３
4９

563

1１３
８

6９
1６３
3２
４６
9７
4０

568

1１２
1２
4６
7８
2９
3３
5８
2５
393

東

牟

婆

浦町
に地町
古座町
古座川日
熊野川田
本宮町
北山村

計

319
365
1４
8１

707
407

1,079
1９２

３．１６４

1９３
1２４
６

3９
249
266
621
5７

1,555

1９１
1８３

８
3５

４１５
206
547
1２１

1,706

1９９
1８８
４

3４
４２１
1６６
430
1１８

1,560

203
1６３

１
3４

269
1９３
339
5９

1.261

1４５
1４９
０

4６
1８０
1０５
215
3４
874

1００
10８

３
3５

1９４
7０

1６２
2４

696

1３０
9８
３

3６
9３
６５

1３３
1３

571

7１
6３
４
10

1１２
3１
6４
８

363
紀清一 計 6,299 3.457 3,117 2,781 2.244 1,616 1,259 1,139 756



10.林業地域の指定市町村一覧表
2004.4.1

甦琴ノ

…ノ

一 ” 一

流域等 市町村名 森林整備市町村 振興山村 過疎地域 特定農山村

紀

北

海

草

那

賀

伊

都

和 歌 山 市
海 南 市
野 上 町
美 里 町
下 津 町
岩 出 町
打 田 町
粉 河 町
那 賀 町
貴 志 川 町
桃 山 町
橋 本 市
高 野 口 町
か つ ら ぎ 町
九 度 山 町
高 野 町
花 園 村

61.5.13
60.3.16
59.2.27

60.3.16
61.5.13

61.5.13
60.3.16

60.3.16
60.3.16
59.2.27
60.３．１６

部
部

一一
５

３

４

４

４６-部

４６-部

4４
４１

1２

４

２

２

１

１

１

5．９．２８
５．９．２８
５．９．２８

5．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５

５

５

５

５

５

９

９

９

９

９

９

2８
２８
２８
２８
２８
２８

紀

中

有

田

日

高

有 田 市
湯 浅 町
広 川 町
吉 備 町
金 屋 町
清 水 町
御 坊 市
由 良 町
日 高 町
美 浜 町
川 辺 町
中 津 村
美 山 村
龍 神 村
南 部 川 村
南 部 町
印 南 町

60.3.16

60.3.16
59.2.27

6１．１２．２２
６０．３．１６
60.3.16
60.3.16
60.3.16

６０．３．１６

４２-部
４３-部

部

部

部

一
-

７

１

０

３

４

５

４

４

４

４

４

４

２

２

１

１

２

２

２

１

１

１

５

５

５

５

５

５

９

９

９

９

９

９

2８
２８
２８
２８
２８
２８

部■■■■■5.9.28
5.9.28

5.9.28
5.9.28
5.9.２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８

紀

南

西

牟

婆

東

牟

婁

田 辺 市
白 浜 町
中 辺 路 町
大 塔 村
上 富 田 町
日 置 川 町
す さ み 町
串 本 町

市緬町町価価町村

宮勝地座図勤宮山

新魑太古古熊本北

60.3.16
60.3.16
59.2.27
59.5.18
60.3.16
59.5.18
60.3.16
60.3.16
60.3.16
60.3.16

60.3.16
59.2.27
59.２．２７
５９．２．２７
６０.３.１６

部
部
部
部
部
部

一
一
一
一
一
一

４

５

３

２

５

４

４

６

４

４

４

４

４

４

４

４

部

部

部

部

一
一
-

６

３

２

０

４

１

５

４

４

４

４

４

４

４

２

２

２

２

２

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

１

１

１

１

１

部■■■■■

5.9.28
5.9.28
5.9.28
5.9.28
5.9.２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
5.9.28
5.9.28

5.9.28
5.9.28
5.9.２８
５．９．２８
５．９．２８



11．山村地域（振興山村）現況一覧表

､シジノ

、幸ノ

’

2”0年農林業センサス(林業霜)､和歌山県統計番

-１００-

ー

市町村名 地域名 総
Ａ

国積
ha)

杯里
BI

面禎
１８)

林里
Bノ

串
Ａ

鍵人口
C(人）

人口密度
C/A 指定年度

田 辺 市 秋 津 川
長 野 4.696 3.937 8４ 1.977 ０.４２ 4４

新 宮 市 Ｐ
Ｉ
■
ロ 5.996 5.050 8４ 644 ０．１１ ４６

野 上 町 ： 賀 862 526 6１ 618 0．７２ ４５

美 里 町
谷 毛 6.252 5.487 8８ 1.664 0．２７ 4３

桃 １ 町 野 1.000 811 8１ 140 0．１４ ４６
粉 ■

ロ 町 課 3.034 2‘６３０ 8７ 848 0．２８ ４６
高 野 町 13.708 1２．９５１ 9４ 5.355 0．３９ 4４
4 度 画 亭 Ｉ 4.744 4,499 9５ 614 0．１３ 4１
金 屋 町 5.782 4,746 8２ 2‘５８２ 0．４５ 4２

清 水 町 五
18,276 1６，３９５ 9０ 4.285 0．２３ 4３

川 辺 町 5.598 4,142 7４ 3.764 ０.６７ 4７
中 津 村

１

１ 8.702 7.823 90 2.538 0.２９ 4１
美 山 村 川

寒 16.862 1５，８８３ 9４ ２１６５ 0．１３ 40

龍 神 村 山
山
山

腿
上
中
下 25.513 24.232 9５ 4,461 0．１７ 4３

南 部 川 村 滑 川
高 城 6.423 5‘４１３ 8４ 2.398 0.３７ 4４

印 南 町 饗 3.1 4８ 3.614 9４ 923 0．２４ 4５
白 浜 町 【 富 田

； 富 田 4.276 3.564 8３ 4.374 1．０２ 4５

中 辺 路 町
Ｉ 栖 川

川
野 19,839 1８，４２４ 9３ 3.710 ０.１９ 4３

大 塔 村
鮎
冨
三 21.906 ２１，０１４ 9６ 3.246 0.１５ 4２

・一 言 田 田 生 2.024 ､５ ４ 7９ 1.842 ０．９１ 4５
日 通 川 町三

川 10,959 10,037 9２ 1.600 0．１５ 4４

す さ み 町
見
河
本
舞

参
都

15.479 14.368 9３ 5.027 0．３２ 4４
串 本 町 Ｉ 票 3.530 3.264 9２ 1.428 0．４０ 4６
那智勝浦町 Ｐ

ｂ
■ 1２．２６５ 11.417 9３ 1.734 0．１４ 4３

古 座 町 田 園 2.833 2.d 6５ 8７ 1．１６８ 0．４１ 4２

古 座 川 町 尾

29.452 28.209 9６ 3.726 0．１３ 4０

熊 野 川 町

眉
旦
に
ノ
に

置
津

17.547 1６，６８７ 9５ 2.043 0．１２ 4４

本 宮 町
ｊ

ｌ

ｌ

四
謂

三 1９．４２７ 1７．９５０ 9２ 3.068 0．１６ 4１
北 山 村 北 １ 4， }２ 4.525 9｣４ 635 0．１３ 4５

汁 6５ 295. i5! 271.657 ９２ 68.577 ０.２３



12.林務関係行政組織図

f藻蔓剃願健“さと推進課

に振 興 課

仁整 備 課

新ふるさと推進課

促 進 課
唱鋤ノ

ふるさと定住センター

Ｅ議臺産総合技術センター一林業試験場

道
路
局

道 路 建 設 課 一 農 林 道 班一ひ
-

タンセ
一

花

タ

緑

ン
園維

公
支

物

保

植

確一《
課
課
謀
耕

務
務
園
や力

総
菜
公
わ

モ
と
緑
の
公
社

制
わ
か
や
ま
森
林

、-ノ

海草振興局一農林水産振興部

斗…-に那賀振興局一農林水産振興部
伊都振興局一農林水産振興部

有国握興局工騨曹“”
圓高握興局T騨零騨

斗…千画準璽振興局I騨零騨
東拳婁援輿局|製欝“！

緑の雇用推進グループ

森 林 土 木 グ ル ープ振
興
局

緑の雇用推進グループ

林 業 振 興 グル ープ

森 林 土 木 グ ル ープ

農林道課 - … - - - 農 林 道グループ

- l O l -

県
土
整
備
部



13.和歌山県林業関係団体一覧表

〆

、簿彦ノ

、零／

-１０２-

ー

名 称 代表者名 所 在 地 電話番号

(社）わかやま森林と緑の公社

和 歌 山 県 森 林 組 合 連 合 会

和歌山県木材協同組合連合会

和歌山県木材利用推進協溌会

和 歌 山 県 林 材 振 興 協 溌 会

紀 州 材 流 通 促 進 協 識 会

和歌山県山村振興対策協鍛会

全 国 過 疎 地 域 活 性 化 連 盟
和 敬 山 県 支 部
和 歌 山 県 治 山 林 道 協 会

( 財）和歌山県緑化推進会

和 歌 山 県 木 炭 協 会

紀 州 備 長 炭 技 術 保 存 会

和歌山県特用林産振興連絡惚謹今

和歌山県山林種苗協同組合

和 歌 山 県 公 団 造 林 協 会

和歌山県林業研究グループ
連 絡 協 謡 会
林業・木材製造業労働災害
防 止 協 会 和 歌 山 県 支 部
和 歌 山 県 林 業 経 営 協 議 会

グ リ ー ン マ イ ス タ ー ．
グリーンワーカー連絡協識会
紀 州 林 業 懇 話 会

和歌山県みどりの少年団連盟

木 村 良 樹

松 本 健

中 谷 弘

中 谷 弘

木 村 良 樹

松 本 健

池 本 功

木 村 良 樹

熊 ノ 郷 健

阪 口 裕 之

日下善右衛門

日下善右衛門

日下善右衛門

土 屋 保

松 本 健

大 家 紀 巳 雄

中 谷 弘

池 本 功

宮 出 斑 治

廣 本 喜 亮

横 矢 幹 弘

〒64俳8262和歌山市湊通丁北一丁目-８
県建殴会館内

〒640-8281和歌山市湊通丁南四丁目18番地

〒641-0036和歌山市西浜1660木材会館内

〒641-0036和歌山市西浜1660木材会館内

〒640-8585和歌山市小松原通り1-1
県庁林業振興課内

〒640-8281和歌山市湊通丁南四丁目18番地
県森連内

〒640-8263和歌山市茶屋ノ丁2-1
自治会館内町村会事務局

〒640-8263和歌山市茶屋ノ丁2-1
自治会館内町村会事務局

〒640-8585和歌山市小松原通り1-1
県庁林業振興課内

〒640-8585和歌山市小松原通り1-1
県庁森林整備課内

５

５

-

-

８

８

８

８

２

２

２

２

南

南

印

印

町

町

南

南

印

印

郡

郡

高

高

日

日

４

４

３

３

５

５

１

１

-

-

９

９

４

４

６

６

-
Ｔ
ｌ
Ｔ

〒640-8585和歌山市小松原通り１-１
県庁定住促進課内

〒640-8585和歌山市小松原通り1-1
県庁森林整備課内

〒640-8281和歌山市湊通丁南四丁目18番地
林業会館内

〒640-8585和歌山市小松原通り1-１
県庁林業振興課内

〒641-0036和歌山市西浜1660木材会館内

〒640-8585和歌山市小松原通り1-１
県庁定住促進課内

〒649-2103西牟婁郡上富田町生馬1504-1
わかやま林菜労働力確保支援センター内

〒644-0001事務局御坊市御坊8５
野村義夫方

〒640-8585和歌山市小松原通り1-１
県庁森林整備課内

073-426-0505

073-424-4351

073-446-0592

073-446-0592

073-432-4111

073-424-4351

073-431-0131

073-431-0131

073-432-4111

073-432-4111

0738-42-0017

0738-42-0017

073-432-4111

073-432-4111

073-424-4351

073-432-4111

073-447-2262

073-432-4111

0739-83-2022

0738-22-0013

073-432-4111



14.各市町村のシンボル、県のシンボル

､鷺琴ノ

､-ノ

- 1 0 3 -

市町村名 木 花 鳥
］ 歌 山 市 クスノキ つつじ -

南 ヤマモモ さつき ホオジロ
本 モクセイ さつき -

田 シイ みかん -

坊 クロガネモチ こぎく 一

辺 マツ 梅 めじろ
宮 ナギノキ ハマユウ -

津 町 サクラ みかん 露
上 町 クスノキ ササユリ -

里 町 ケヤキ 川さつき セグロセキレイ
田 町 モクセイ キ フ -

河 町 モクセイ きいし； jつけ -

賀 町 カツラ マンタラゲ -

山 町 ナンテン 桃 -

志 川 町 カシ スイセン 1■■■■■■

出 町 ウバメガシ さくら ウグイス
つらぎ町 キンモクセイ ■

ｊ
■
可 ぅじさい ■■■■■■■■

奇 野 口 町 サクラ さつき -

度 山 町 カキ ぼたん -

野 田 高野マキ シャクナゲ -

園 ＊ ケヤキ ホタルぶくろ せきれい
浅 町 ナギ 三宝柑 1■■■■■■

川 町 アラカシ ササユリ -

備 町 クスノキ コスモス -

屋 町 シラカシ ササユリ -

水 町 スギ みやま． ｡つじ やまがら
浜 田 マツ ひま； つり -

高 町 アコウ 瀞 一

由 良 町 紀州槇柏 スイ． Zン ■■■■■■■■

川 辺 田 カシ み】 ､んの花 -

Ｐ 津 ＊ クスノキ 甲
“
ｒ
ｑ >やめ ウグイス

這 山 ＊ モッコク も･サユリ ヤマガラ
憎 神 ＊ スギ コメツッジ ヤマセミ

部 川 ＊ ウバメガシ 1

1毎 うぐいす
部 町 モッコク 1

1毎 ■■■■■■

南 町 スギ 千b両 -

浜 町 サクラ はまゆう しらさぎ
．辺路田 ヤマモミジ ヤマユリ ウグイス

大 塔 ： ■
ｑ ヒノキ ササユリ ヤマガラ

上 富 田 ’ Ｉ ヤマモモ さくら １■■■■■■

］ 置 川 ｙ ﾋノキ 梅 めじろ
Ⅱ■■ さ み Ｔ シイ はまゆう めじろ
コ コ司

■■

為 ｒ モチ 椿 ﾄビウオ
B智ル#浦 町 カシ つつじ -

力ロ 町 ハマセンダン ハマユウ イソヒヨドリ
2酉』 Ｔ ロクワ ﾐンカン 山椿 カモメ

座 j l 『 スギ やまざくら うぐいす
冒野 j l ｒ 熊野スギ 川さつき -

更 宮 Ｔ イチイガシ ささゆり おおるり
上 山 ； b, ジャバラ シャクナゲ ■■I■■■■

和歌山県の
シ ン ボ ル ウバメガシ 梅 めじろ
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編集･発行 和歌山県農林水産部緑の雇用推進局林業振興課
〒640-8585和歌山市小松原通一丁目１番地
TELO73-441-2960(直通）
FAXO73-433-1037

印 刷 有限会社土井印刷
〒641-0036和歌山市西浜768番地の９
TELO73-431-4981
FAXO73-431-8475
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